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モ ンゴル国内突厭 ウイグル時代
遺蹟 ・碑 文調査 簡報
森 安 ・孝 夫 ・吉 田 豊
本報告は,平成8(1996)年度より3年間の予定で文部省科学研究費を受けて
いる国際学術研究 「突蕨 ・ウイグル ・モンゴル帝国時代の碑文及び遺蹟に関する
歴史学 ・文献学的調査」(代表者:森 安孝夫)の2年 目(1997年度)の「行動記録」
からの抜粋を基礎 にしている.本調査 ・研究のフィール ドであるモンゴル国の
カウンターパー トはモンゴル科学アカデミーであ り,日本側が全費用を負担 し
て行なわれるこの調査 ・研究に対 し,モ ンゴル側は 「ビチェース器プロジェク
ト」という名称 を与 えて共同研究の態勢をとっている.も との「行動記録」(森安
担当)はかなり詳細なものであるが,こ こでは特に本誌の性格に鑑み,言語資料
である碑文 と,碑文のあった重要遺蹟に関係する部分を抽出し,それに森安 と
吉田が帰国後に得た碑文の新 しい 「読み」やアイディアを追加 している.
調査対象 となった碑文はいずれもモンゴル国にあるもので,すべて既にテキ
ス トが発表されているが,研 究者の間で読み方の違 うところや明らかな読み誤
り,さ らには不明な箇所が多々あって,原碑文を実際に見ることは我々の長年
の悲願であっ々.拓本をとった碑文全体の正式の報告書の出版 までにはなお多
くの歳月を要すると思われる.し かしこれまでに判明したところだけでも文献
学者 ・歴史学者双方に有益であり,且つまた碑文 と関わる遺蹟の景観を知るこ
とは碑文の解釈にとっても重要であると思われるので,と りあえずここに簡報
として発表する次第である.
1997年8月16日(土)大阪→ウランバー トル
森安 ・吉田 ・片山章雄 ・大澤孝の4名 が関西国際空港 より午後3時 発のモン
ゴル航空904便でウランバートルへ.昨 年持参 した拓本道具とトランシーバー器
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具への補充品,大 型の拓本用筒型ケ ース,GPS2台,カ メラ,大 量 の乾電池,
携帯食料 な どを運ぶため,手 荷 物超過重量 はggkgに達 した.
午後7時12分,ウ ランバー トルへ定時 に到着.晴 れてい る.気 温摂氏17度
夏季 は日本 との時差 な し,我 々のカウ ンターパ ー トであるモ ンゴル科学 アカデ
ミー歴 史研 究所の オチ ル(A.OqMP)所長 とバ ッ トルガ(H.Ba皿翼ra,歴史研 究
所研 究員),そ れに通訳 のバ ッ トジャルガル(3.BaTxapr飢)らの出迎 えを受
け,宿 舎 の フラワー=ホ テルへ.そ こで先発 していた林俊雄 と合 流.
8月17日(日)ウ ランバー トル
午前10時,日本側メンバーはホテルの吉田の部屋でミーティング.午後に予
定されているモンゴル側 との合同ミーティングに向け,意見交換 とルー ト変更
点などの確認.
午後1時40分,日本側が歴史研究所に出向く.オチル所長の出迎えあり.所
長室に案内され,さ っそ く合同ミーティング.今 回の日本モンゴル合同の調
査 ・研究の費用 として文部省科学研究費(国際学術研究)その他より3万 ドルを
手渡す.前 年度の経験から3000ドルを計上 していたヘリコプターのチャーター
料について,今年は1時 間550㌣600ドルだが,ウ ランバー トルから空中撮影予
定地までの往復だけで4時 問以上かかるとのこと.実質的には目的地で2時 間
くらいしか使えそうにない と覚悟.
モンゴル側からは,6月 にバットルガが トニュクク碑文の拓本をとったがそ
れほどよい出来ではないこと,7月 にボル ド(エ1.Bo叩,モンゴル科学アカデ
ミー言語文学研究所言語部長)とバ ットルガの両名が来年度から始まるトルコ共
和国隊のホショー冨ツァイダム諸遺蹟の発掘のための予備的測量調査に参加 した
こと,さ らに7月 にオチル ・バ ットルガ両名がオブス県(アイマク)のウランコ
ム市へ行 き,市の博物館にある2つの碑文(1点はウイグル文,も う1点はルー
ン文)の拓本を2セ ット取ってきたとの報告があった.1950年代に ドルジスレ
ンによって発見 され,シ チェルバ ックによって紹介 されて以来,い くつもの研
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究の ある 「ウイグル文 字」の ウランコム(カ ラ ウス)碑 文 の方 は有名で ある(cf
A.M.Shcherbak,"NotesontheInsc加tionatUlaango皿,"in:Lα躍一房π41私or'8θ5ch'c加487Z距rた一
Ψrα伽 η,丁翻rc。'。8'cα26,1gg5,pp.145-150)が,ルー「ン文字碑 の存在 は今 回初 めて認
識 した.た だ し両碑 文は近 くか ら出土 したが,同 じ遺蹟 に属 していたわけでは
ない とい う.さ っそ くこれ ら2点 の碑文 の拓本 を見せ て もらった.し ば ら く皆
で眺めていたが,吉 田 はこの 「ウイグル文字」はやは りウイグル文字 であって,
ソグ ド文 字ではない という.R字 にフックの付 いたL字 の存在や,語 末のM字
の形 などか らの判 断であ るが,こ の点 はかつて森安 が1985年の論文(「チベット文
字で書かれたウイグル文仏教教理問答(P.L1292)の研究」「大阪大学文学部紀要」25,pp.39-
40)で言及 した通 りである.「千」を表 わす語 と してはbi可/b均ではな く,よ り
新 しい形のmioが使用 され てい るが,こ れは時代 判定の メルクマールの ひとつ
となる.ウ イ グル文字碑 冒頭 の 盗ra血「成人 と しての私 の名」と同 じ表現が,
ルーン文字碑文 の方 にもあ ることに気付い たの は収穫で あった.
8月18日(月)ウ ランバー トル
午前10時,ジー プで歴史研究所へ.オ チル,ボ ル ド,バットルガ3名のほか
初対面のバヤル(耳.Ba∬p,歴史研究所上級研究員)も加わ り,合同ミーティン
グ.初 年度ほどではないが,緊 張感が高まって くる.
午後は調査旅行の準備,足 りない物の買い出し,その他を行なう.
8月19日(火)ウ ランバー トル→ボルガン
午前9時 頃,フ ラワー=ホテル前の広場にロシア製ジープ4台,ト ラック1台
と総勢17名の隊員のうちコック以外の全員が集合.
ホテル前で,日 本より持参 したアメリカ製のGPSで経緯度の測定,北 緯47度
55分27秒,東経106度56分17秒.ただしアメリカ国防総省の指令でこのGPSの
精度は厳密ではないので,秒 の単位は参考程度にしかならない.森安 ・吉田 ・
大澤が保持する3つの高度計を1300mに合わせ,以後補正 しないように申し合わ
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せ る.高 度計 は気圧式 なので,天 候 に左右 され る.こ の時の天気 は快晴.
9時35分出発.
午後3時41分,ト ール(トラ)河畔 に到着 し,遅 い昼食 の準備,北 緯48度13分
54秒,東経104度19分44秒.高度計で970m(晴れ).気 温31度.白 石典 之 よ りの
教 示 によれば,カ ラコルム付 近で,東 経 は1度 ≒78km,1分≒1.3㎞,1秒 ≒
22m,北緯 は1度 ≒115km,1分≒1.9km,1秒≒32m.
9時過 ぎ,ボ ル ガン市のホ テル に到着.高 度計ll95m(晴れ).
8月20日(水)ボ ルガン→ホタグ
午前10時21分,出発.
午後4時24分,セ レンゲ河にかかる大橋 を渡る.水 流の幅100m以上.少 し
濁っている.渡 ってすぐ停車 し,川中島にある石人を見にい くことになる.
5時47分,ホタグの町に入る,ここから目的のバイバリク城遺蹟 までは10㎞
余 りらしい.夕 方一時雨,そ の後強風が吹 く.
8月21日(木)ホ タグ→ ビーブラク→ホタグ
午前10時05分,8世紀の東ウイグル可汗国第2代 の葛勒可汗(磨延畷)の紀功
碑であるシネウス碑文に,ソ グ ド人と漢人に命 じて,あ るいはソグ ド人 と漢人
のために造営させたと記録されているバイバ リク城遺蹟をめざして出発.
10時28分,バイバリク城に到着.四 角い土塁に囲まれた遺蹟は複数あって,
どれが本来のバイバ リク城か分からないので,と りあえず,最 も城壁の保存状
態が良 く,現地の人がビーブラクと呼んでいるものを,それ と認定する.そ れ
は予想よりはるかに大きい.一 辺が250mくらいはありそう.基礎の土塁の上に
かなりよく残っている版築の城壁の高 さは5m位 はある.なぜこれだけの規模
の遺蹟が,こ れまで写真1枚 さえ発表 されなかったのか不思議。
まず,ビ ーブラク城の残存 している城壁の計測,遺 蹟の表面探索,細 部の写
真撮影などを行なった.そ れから城内の住人にインタビューを試みる.現在,
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城内にはかつて何 かの重 要建築物 があった とおぼ しき基壇(高 さは1m強)の 上
に,ビ ー ブラクとい う名の仏教寺 院が建 っている.そ の前には素朴 な作 りで古
そ うに思われ る前足 を立てた石獅 子1対 と,伏 せた形の石獅子1体 とが置かれ
ている.い ずれ も石材は玄武岩 と思われ る.林 ・大澤 に よれば,後 者 の形は西
方のセルジューク朝やオスマ ン朝 の獅子像 に よく似 ている とい う.本 日は僧侶
がお らず,27歳の番人夫婦のみがいた.こ の寺 院は,か つてあった同名の寺院
を1990年に再建 した もの といい,傍 らに1938年にコミュニス トが寺院を破 壊 し
た ことを伝 える看板 も掲示 されてい る.
昼食後,2時 半 よ り活動再開.オ チル と森安 は,数 ㎞ 離 れたゲルにい るとい
うビーブ ラク寺 の僧侶 を探 しに行 く.2時50分,目 的のゲルに到着 す ると,た
また ま5人 の年 配の男性 が集 まって酒を酌 み交 わ していた.最 年 長は ドルジス
レン(πop)KCYPgH)とい う名 の83歳Q老僧.8歳 の 時に ビー ブラク寺 のシ ャビ
(沙弥)に なった とい う.次 は このゲルの主人で,名 はプル ヴェー ドルジ(HYP-
B33πopx),58歳でやは りビーブ ラク寺の僧侶.こ の2人 を中心に聞 き取 り調査
をす る.先 ほ どの看板 には遺蹟 にち なむ寺院名 をビー ボロク(BMh-Bomr)と表
記 してあったので,5人 に確認す ると,祖 父か ら代 々伝 えられ た遺蹟名 と して
はビーブ ラク(B班赫一Byπar)が正 しい との答 え.こ れはペル レー(X,H3p∬gg,〃。陸
2侃Aρ∂y泥c朔?%∂yκ∂α∂「磁 κ■o翅cWπ胤 配oθりoo砿y月aaH6aaTap196LF51)の記載 と
一致す る.ビ ーブ ラク(EM最一EyJlar)が8～9世紀 の東 ウイ グル可汗国時代の城
名バ イバ リク(Bay-B狙q「富貴城」)の転詑 である とい う従 来の説に まちがい は
なかろ う.こ の城壁遺蹟内 には今 世紀 は じめに9棟 の建 物があ り,全 て ビーブ
ラク寺に属 していた.い つの建築か は知 らないが,い ずれ も瓦葺 きで レンガ造
りだ った とい う.多 分清代の ものだ ろう.ま た城内には住居 としてのゲル と木
製家屋があ り,全 部で300人以上 の僧侶 が住 んでいた とい う.1935年(先ほどの
看板 では1938年)にこの寺院 は破壊 されたが,ソ 連 のペ レス トロイカ後の1990年
に再建が始 ま り,1991年よ り宗教活動が再開 された.現 在いる僧 侶は8～9人
で,ド ル ジス レンが最長老,プ ル ヴェー ドルジが2番 目.あ とは28歳19歳 な
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どの若者.寺 院前に置いてある1対 の石獅子[恥脚g1961,p52では雌雄2体とい
うが,阿咋相の2体とみるべきであろう]と,伏せた形の石獅子1体 は,も ともとは
遺蹟の西北にあるアルスラン=トルゴイという丘の上にあったものだという.
4時,オ チルと森安は,僧侶たちの記念写真 を撮った後,ゲ ルを辞す.こ の
ゲルは山麓近 くにあ り,高度計で1065mのところだった.
4時15分,先ほど教えてもらったアルスラン=トルゴイと呼ばれる丘に上がっ
てみる,高 さは10mくらい,幅 約100m,そして長さは車のメーターで500mあっ
た細長い丘.ア ルスランニトルゴイの端 よりビーブラク城の西北角まで車のメー
ターで計ったところほぼ1㎞.
昼食後,森 安以外の日本側メンバーは,林 のリー ドで簡単な測量を実施 メ
インの遺蹟は一辺が240m弱のほぼ正方形.デ ジタル罧メジャーによる計測で
は,北 ・西 ・南面がいずれも238m,東面だけは234mだった.高 さ2～3mの
土塁で囲まれている.東面と北面では,その上に,高 さ5m前 後の版築による
城壁が残っている.土塁の土台の上に版築の城壁がある構造は同 じウイグル時
代のカラ=バルガスン宮城 と同じであ り,カラ=バルガスンでもオルホン河に近
い東壁の版築部の残 り方がもっとも悪い.メインの遺蹟の南750mの地点には,
一辺が140m前後の別の四角い土塁がある.
7時15分,帰路につ く.7時34分,ホタグのホテルに到着.帰 路にバイバリ
クからホテルまでを車のメーターで計ったところ,2号車でも4号車でも11㎞
だった.
[本年度の調査後に初めてこの地区の航空写真に接することができた.それに
は我々がメインの遺蹟とみた保存状態の良い城郭の西方に,さ らに大 きな規模
の遺蹟が不鮮明ながら写っていた.そ のため1998年5月にバヤル,白 石典之,
バットルガが再度ここを訪れて調査 した結果,確 かにそれは一辺330mもあるウ
イグル時代の四角い城壁であることが判明 した.さ らにプルヴェー ドルジへの
再度のインタビューの結果,3体 の石獅子が元々あった場所 も,アルスラン=ト
ルゴイではなく,アルスラン=ウードと呼ばれるこの第3城 の東壁の上だったと
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のこと.本来のバイバ リクは複数の城郭か ら成る都市であった可能性が高 く
なった.]
8月22日(金)ホ タグ→ハイルハ ン
午後5時32分,ハ イルハ ンに到着.
夕食後,合 同 ミーテ ィング.こ れか らの3日 間,シ ネウスに2日,シ ヴェー
ト=オラー ンに1日 か けることを再確認.シ ネウス碑文 のテ キス ト作成 に関 して
は,日 本側 ・モ ンゴル側双方の これ までの進捗 状況 を説明 しあ う.さ らに 日本
側か らは,石 自体 に破損があ るため去年 とった拓本で はよ く読め なか ったが,
ラムシュテ ッ トがその解読論文(GJ.Ramsbedも"ZweiuigudscheRuneninsc㎞fteninder
No【d-Mongolei,・∬F伽30-3,19i3)でテキス トをお こ している箇所 につい て,再 度
拓本 をとる必要が あるこ とを説明.い っその こと全体 を もう一度採拓 しては ど
うか と森安 が提案 し,承 認 された.
8月23日(土)ハイルハン→シヴェー ト=オラーン→ハイルハン
今朝は雨なので,ま ずシヴェー ト冨オラーンに行 くことにする.
午前10時,全員重装備をして出発.フ ヌイ河とハヌイ河の合流地点 まで来た
が,水 量が多 くて渡れそうにない.近 くのゲルで渡河地点を尋ねなが ら,よ う
やくシヴェー ト=オラーン遺蹟のある丘の上にたどりつく.雨はやまず,風 も強
く,きわめて寒い.ま ずみんな車から降 りて,遺蹟を一回りする.頂上には大
きな積石塚がある.今 は盗掘で掘 り返 されていて円形 に見えるが,林 による
と,も とは一辺が30～40mの方形だったらしい.高 さは4～5m.積 石は角
張った不規則な石や扁平な石で,赤 っぽいものが 目立つ.そ の大 きさはこぶ し
大から50cmくらいまで様々だが,20～30cmのものが多い.この丘はフヌイ河が
ハヌイ河に注 ぐ合流点のすぐ北側にそびえ立っている.丘 は馬の背のような形
をしてお り,高さ60～80mくらい.溶 岩でできており,上に薄 く表土が載って
いて,草 原をな している.
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か つて,か の有名 なタムガ(元来は家畜の所有印,転 じて紋章や印章の意味にもな
る)だけの碑 石が立 っていた と推測 され る礎 石(亀跣 ではない)は,頂 上の積石
塚 より東 にあ り,そ の中間 に石人 ・石獅 子 ・石羊があ る.こ れ らの彫像 の石 は
灰褐色 で,花 崩岩ではな く,玄 武岩 ら しい.大 きな長方形 の礎石 は簡単 に動 か
せ る もので はな く,元 の位置 と考 え られ る。碑石 を支 えてい たはずの ホゾ穴
は,縦 横22×55～56cm,深さ24～25cm.石人 ・石獅子 ・石羊 は明 らかに元の
位置では ないが,こ の コンプレックス全 体は東向 きだった と考えて よか ろう.
片 山はバヤ ルのチ ョークを借 りて,石 獅子 の側面 にある山羊形 の タム ガを浮
き上が らせた.た だ し,そ れ については既 に指摘 があ り,写 真 も発表 されてい
る.こ れ によって この遺蹟が もともと突厭の阿史那氏ゆか りの ものであ った こ
とは確 実 と思 われ るが,ラ ムシュテ ッ トの没後 にアール トによって公刊 された
報告(P.Aalto,"G.J.Ramstedt's膿haologischeAufzeichnungenundItiner欲a妓enausder
MongoleivomJahlei912,"∬FOκ67-2,1966,pp.4,8)によれ ば,「ウイ グル」・「可汗」
とい う語 を含 むル ーン文字銘があ った ら しいので,注 意が必要.ラ ムシ ュテ ッ
トは この遺蹟 を,突 廠 ではな くウイ グルの もの と考えていた.積 石塚 のみに着
目すれば,確 かに シネウス遺蹟 とよ く似 ていてその方が理 解 しやすいが,逆 に
突廠 王族の象徴 である山羊形 タム ガの説明がつかな くな る.
午後4時 半,ハ イルハ ンに戻 り,ガ ンデ ン寺 を訪問.こ こには,シ ヴェー ト
=オラー ンか ら持 って きた,例 の タムガだらけの碑石があ り,五 体投 地用の板 と
して再利 用 されてい る.上 端はカマボ コ型で,な んの模様 もない.下 端 にはホ
ゾが わず かに残 っていて,本 来の ホゾの幅 は55～60cmくらい と推 定 され,シ
ヴェー ト=オラーン遺蹟 にあ った礎石 のホゾ穴の大 きさと矛盾 しない.全 体 は縦
224cm,横幅 は上方 で80cm,下方 で84cm,上方の厚 さは22cm.玄 武岩 らし
い.五 体投 地用に使われてい るため,表 面の タム ガはかな りす り減 っている.
オチルの交渉で,僧 侶 か らタム ガの拓 本 をとって もよい とい う許可 が もらえた
ので,ジ ー プの運転 手 に宿 舎 まで拓 本道 具 をとりに行 って もらい,今 年最初 の
採拓 を行 なう.タ ンポの墨のの りなどい まひ とつだが,結 構 うま くいった.た
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だし1枚 しかとらなかったので,日本には持ち出せ ない.
7時15分,宿舎に帰着.
8月24日(日)ハ イルハ ン→シネウス→ハイルハ≧
午前10時57分,シネウス遺蹟に到着.森 安の高度計で1480m(晴れ).こちら
の中心部の積石塚は,シ ヴェー ト=オラーンのそれより小 さいが,一 つ一つの石
は逆にこちらの方に大 きいのが目立つ.森安 とバ ットルガは採拓中の墨入れ前
の状態で,テ キス トのチェック作業.既 に去年 とった拓本で,ラ ムシュテット
の読み誤 りを訂正 した箇所の再確認とか,去 年の拓本では見えなかったが,ラ
ムシュテットは正 しく読んでいた箇所を今回は確認できたなどという小 さな成
果がいくつもあった.採拓できたのは大小断片とも3面ずつ。森安 とバ ットル
ガのチェックが済んだのも,大断片の北 ・東面と小断片の北 ・東 ・南面のみ.
あとは翌日にもちこす.
午後7時過 ぎ,日没が近付いたので作業中止.斜 めの夕陽を利用 しての写真
とビデオの撮影にとりかかる.碑石が非常に重いので,こ ろがすのが大変.運
転手も全員手伝う.ポ ジの写真は林,.ビデオは森安とバットルガが撮影.全 て
済んだのは,日没寸前の8時57分だった.
〈シネウス碑文の読み について … 森安担当〉
シネウス ・タリア ト両碑文には,突 廠 ・ウイグルの本拠地 として有名なオ
テユケン地方と並んで,も う一つ別の地方名が現われる.シ ネウス碑文北面第
2行目(N2)に見えるそれは,ラ ムシュテット以来 面g(i)儒(i)と読まれてきた も
ので,対 応する表現を持つタリア ト碑文が学界に初めて紹介された時も,その
紹介者のシネフーはその語を同様に読み,T.テキンもこれに従った。さらに
1974～1975年にシネウス碑文を実際に調査 したクリャシュ トルヌィはこの語を
tag螂iと読むだけでなく,ラムシュテットが不明とした部分を含め全体を6眺飴
ehtagrasielie㎞㎞olum欝と修正 し,タ リア ト碑文E3の 対応箇所についても
6眺灘1e腋9幡ielie㎞U(andnote㎞㎜)と している(cfSO。照yashtomy,`艶eTes
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InschPtionof血eUighuB6gnQagh叫"AO1∫39-1,1985,pp.148-149).しか しなが ら我々
が現地 にあるシネ ウス碑 文 とウラ ンバ ー トルの歴 史研究所 に保管 される タリア
ト碑文 とを精査 した ところで は,明 らか にtagrasiではな く6gra駅翻字 は"Ogr
S")[本稿のルーン文字の翻字は『内陸アジア言語の研究』12,1997,pp4445の森安方式に
拠る.た だし次の一点のみ変更する.す なわち,後 舌とみなし大文字で表記 した 蓉を,
両舌 とみなして小文牲 で表記する]であ り,e㎞dで はな くe㎞ 訂aであった.確
かにシネウス碑文 では表 面の風化 が進 んでいて読 みに くいが,タ リア ト碑 文の
対応箇所 は明瞭 に読 み とれ,6gra§とe㎞araであ ることに一点の疑い もない.
なお,elはiと1の2文 字で も1の1文 字 のみ で も書かれ るので,シ ネ ウス碑 文
ではその文字列 を6gr磁ehとも転写 で きるが,タ リア ト碑 文の書 き方 と比 較す
ればやは り6gra詑hと読 む方 が妥当であ ろう.
N4,tur嘘qaγan乙iq:ラムシユテ ッ トが本文(P.13)で"t6r...BこQ"と翻字
し,注(P.44)で"t肚kQiB乙Q"(nrkQib乙aq)と読 む可能性 を示 唆 した ところ
を,私 はこの ように復元 する.実 はこの部分 にキプチャク という民族集 団名が
読 み とれ るか否か は,ト ルコ学の みな らずユ ー ラシア史全体 の大問題 で もあ
る.も しその読みが正 しければこの名前が 史上 に現 われ る最初の 史料 になるか
らである.ク リャシュ トルヌ ィに よれば.ラ ムシュテ ッ ト自身はその翌年 の論
文 では信念 を もってキプチ ャク と読 んだが,慎 重 なバ ル トリ ド ・ペ リオ ・ミノ
ルスキー3氏 はキプチャクに関す る論文 やコメン トの中で,い ず れ もこれを無
視 した という(S.G.KUa蓉tomyj,・DieKip捻chakenaufden皿nlschenDen㎞註lem,。C2V32-1/2,
1988,p。74).その一方で、 トルコ文献学者のマ ロフらは,こ の読 みを踏襲 して き
た.ク リャシュ トルヌ ィは,サ ンク トペ テルブルクに所蔵 されるラムシュテ ッ
ト拓 本で は"乙Q"の2文 字 しか判読で きなか ったが,自 身が1974～75年にモ ン
ゴルの学者 シネフー と共 に行 なった現地調査 によって,2人 は前 半のmrkに全
く疑問 の余地 がないだけで な く,さ らに後半 も[qi】b乙aqと読め ることを確信 し
た といい(KU識。myjlg88,p.75),一文 をもの している.に もかかわ らず私は この
読 みに も,そ れを補 強するために展開 したク リャシュ トルヌィの議論 に も従 う
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ことはで きない.同 氏 らが[qijbこaq即ち翻字に直せ ば"[Qi]B乙Q"と読 む所 を,
私 は"(Q)[G](N:)こQ"と読 む.即 ち語頭のQで は一致 するが,3文 字 目のBと
Nは 異 なっ てい る.し か しル ーン文字 では後舌のBとNが 共 に右 に膨 らむ弓
形のス トロークを持 ってい るのであ り,文 字が欠けてい る場合 に は混同 されや
すいのであ る.私 は,後 に黒海沿岸 にまで進出す るペチ ェネーグ族 さえまだバ
ルハシ湖の東方 にい た(cf森安孝夫「チベット語史料中に現われる北方民族一DRU-GU
とHOR一」rアジア ・アフリカ言語文化研究」14,1977,pp.30,32)この時代 に,キ プチ ャ
ク族が それ よ りさ らに東 にい たな ど と信 ず るこ とは到底 で きない.バ ル トリ
ド ・ペ リオ ・ミノルスキ ーも8世 紀中葉 の ウイ グルのシ ネウス碑 文の冒頭部 に
い きな りキプチ ャクが現 われ るの は不 自然 と考えたが故 に,ラ ムシュテ ッ トの
提案 を無視 したのであろ う.私 は,問 題の箇所 を含 む一文 をtOrUkqaγan6iqahg
y置ol㎜雌 と復 元 し,「突廠の可汗(た ち)が丸 々50年間(ウイグルに先行 してモン
ゴリァを)支配 していた とい う」と解釈 する.
シネ ウス碑 文N6の 破断部 を挟 んでラムシュテ ッ トがyanda乙_.daと読み,マ
ロフがyanta邑..と読 んだ箇所 を原碑 文で精査 した ところ,乙 の次の文字 はiで
はあ り得ない ことが判明 した.現 地ではそれ以上 の考えが浮かばなかったが,
帰国後,拓 本 を見なが らあれ これ検討 した結果,6とdと の問 にあるのはmの
1文字 のみで,全 体 の翻字 は"Ynt乙(m)Da"とな り,yanta乙imdaと転 写すべ き
である との結論 に達 した.す なわち動詞yan一「戻 る」の未来分詞 形に一人称単 数
の所 有語 尾 と位格 の格 語尾 が付いた もの とみな し,そ れを「私が戻 って くるであ
ろ う(よ うな ・はずの ・べ き)時に」と解釈す るの である.そ れで うま く文脈 は
つながる し,文 法 的 にも問題ない と思 うが,た だ同時代 の用例 を未 だ見 出 し得
ていない.
シネ ウス碑 文N9,al宜n乙ay:ラムシ ュテ ットはaη皿kiay「最初 の月=正 月」と
読み,オ ル クン ・王静 如 ・マ ロフ ・アイ ダロフもすべ て これに従 ってい る.さ
らにバザ ン もこれを支持 してい る(LBazin,加∬y∫伽 θ∫cゐro〃o'08'¢π85伽5」θ脚 η4θ
伽cαπc'8η,Budapestlp短s童gg1,p.224).しか し2つ に割 れてい る碑 文 の上 部断片
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末尾 のsUqUsの後 には1文 字分,下 部断片 の上端のayの前 に も1文 字分 で,両
単語の 間には2文 字 分の スペ ース しかな く,"ηlki"とい う4文 字分 を必要 と
す るao皿kiが入 る余地 はない.ay「月」の前 に2文 字 くるだけで月名 になるの
は,a㎜ay「 正月」の"Rm"かalt麓ay「6月」の"ltn乙"のいずれかの場合 だけ
である.現 地で碑石 を精査 した ところ,上 部断片の末端 にはhの 右半分が残 っ
てい るのが見 えた.ラ ムシ ュテ ッ トの写真 に はそ れほ どよ く出て いないが,
我々の撮 影 した写真 ではかな り明白であ るし,ビ チェースの他の メンバ ーに も
確 認 して もらった.ltとRと は書 き方 によってはその右半分が酷似 した形 にな
り得 るが,シ ネ ウス碑文ではそ うで はな く,か つ また古代 トル コ語 にaramayが
現 われるのは,こ れ まで知 られている限 りでは もっ と後 からであ る.従 ってこ
こは 「6月」と復 元すべ きであ る.
シネウス碑 文N12,yabγuatadi:拓本には よく出なかったが,ビ チ ェースの複
数のメ ンバ ーが実際 に碑石 を見 て この通 りであ ることを確 認 した.
シネ ウス碑 文E1,biryaOlqa:日付 と してのbiryaOiqa「1日に」は新 しく読 め
た部分であ る.ラ ムシュテ ッ ト以来誰 もこう読 んでいないが,文 字 の残 画 と,
す ぐ後 にek量yaoiqa「2日に」が現 われ る文脈 とか ら,ほ ぼ間違い ない,
シネ ウス碑 文F8,tezba蓉fanIa:1981年3月17日付 けの森安への個人 的書簡 の
中でL.バ ザ ン教授 は,ラ ムシュテ ッ トが …zba蓉iantaとしか判読 で きなかっ
た この箇所 をIezba蓉血laと復 元 し,こ の場所 をテス碑 文の テス に比定す る考 え
を示 された.我 々は現 地で"(t)iz"即ちTezと読める ことを確認 した.S2の 項
も参照せ よ.
シネ ウス碑 文ElO,血両bagigq町aqunuqfγ:この箇所 は ラム シュテ ッ トも推
定復元 してい るところであ るが,我 々 もほぼ これに近 く読 む ことがで きた.た
だ し大 きく違 うの は,ラ ムシュテ ッ トが"BWLuQG"(buluq切と推 定 した と
ころを,新 たに"[QlwLuQG"即ちqulluq茸γと読み,全 体 を 「白い(高 貴な)ベ
グ」と「黒 い(卑 しい)奴隷」とい う対立す る集 団概念 の組合 せ と解釈 す る点であ
る.「ベ グ」ない し「貴 族」とい う支配者 集団 と,「平民」ない し「奴隷」とい う被
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支配者集 団 とが対 立概念 として組 み合 わ されて表現 され るこ とは内陸 アジアの
遊牧社会 では珍 し くない し,さ らに両者 を白 と黒 の対立 で象徴す るこ ともモ ン
ゴル遊牧民 の間で よく知 られてい る事実 である.シ ネウス碑文 と時代 的に近 い
キルギスの イェニセイ銘文 に見 える{㎞⑳mqa㎜ 「私の 白い もの と私の黒 い も
の」とい う表 現に対 し,マ ロフや クローソンは,こ れ を 「家畜」とみな してい る
(cfCE.MaπoB,E朋c顔cκα刃襯c副θ酬oc〃防7κ)ρκ08,MocKBa-JIe朋H【pa川952,pp.30,8童一82;G.
Clauson,Aη段y〃30'08'cα'DfαごoηryqfPrθ一71距か'θθ擢ん一C8η'"り271配r短∫h,Oxfbrdl972,ppb43b-
644a)が,シネウス碑文の新 しい読 みは,そ の解釈 にも変更をせ まるこ とになろ
う.な ぜ な らシネウス碑文 のこの箇所 を含 む続 きには 「白い(高貴な)ベ グ と黒
い(卑 しい)奴隷 を彼 は住 まわせ た とい う.彼 はキルギス族 の方へ 人 を(使者 と
して)派遣 した とい う.」とあ り,こ れ はキルギス ない しその周囲の民族集 団に
関わる表現 と思 われ るか らで ある.
シネウス碑文S2,tezba蓉f:ラムシュテ ッ トが"tsz"と判読 してい た語 は,正
しくは"tiz"であ る.周 知の よ うにルー ン文字 のsとiと は よ く似てい て,保
存状 態の悪い碑文面 では判別が きわめて困難 であ る.E8の 項 を参照せ よ.
シネウス碑文S5,al直nこaybe蓉otuzqa:al血こaybe忌は新読部分で ある.た だ し
be蓉はbkか も しれ ない.す なわ ち 「6月25日」また は 「6月21日」であ る.
シネ ウス碑文W2,yaqa揮u:「国境 まで」と考 え,こ の語 を含 む一文 を 「そ こ
か ら国境 までバス ミル族 とカルルク族 はいな くなった」と解釈す る.
シネ ウス碑 文W5,yi砿bolti:「以前 の ようにな った」.ラ ムシ ュテ ッ トが
iこ㎞adi「服属 しなかった」と読 んだ部分 を,こ の ように読 み変 えた.
8月25日(月)
ハイルハン→シネウス→ハイルハ ン→ホショーティン=タル→ハイルハ ン
午前10時45分,シネウス到着.ま ず遺蹟全体の写真を撮影.そ の後,前 日と
り残 した西面を採拓.
積石塚の中心部でGPS.北緯48度32分28秒,東経102度12分46秒.高度計で
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1445m.経緯度 は去 年の計測結果 とほぼ同 じであるが,高 度 は100mほど異なっ
てい る.
午後1時56分,宿 舎に帰 着.昼 食.午 前中,オ チルはハイルハ ンの ソム長の
ところに行 き,シ ネウス ・シヴェー ト=オラーン両遺蹟の調査許可 を申請 し,採
拓や写真撮影 の許可 費 を支払 った.
3時24分,今 度はホシ ョーテ ィン=タ ルに向けて出発
4時08分,ホ シ ョーテ ィン=タル(別 名ホシ ョー ン=タル)遺 蹟 に到着.ハ イ
ルハ ンか ら車 の メーターで約30㎞ だった.遺 蹟 の中心部でGPS測 定.北 緯48
度21分42秒,東経101度51分08秒.高度計で1430m(晴れ).気 温20度.
この遺蹟 は発掘 の後 その まま放置 された ら しく,一 見 しただけでは遺構 が よ
く分か らない.か な り期待 はずれ.し か し規模 と して はシネウス よ り劣 ってい
るわけで はない.や は り大 きなゴロ石の積石塚が 中心 だったら しい.方 形の土
塁 と周溝 と大 きな積石があ る点で はシネウス と似 てい るが,南 側 に出入 口が あ
るか どうか は不 明[B.EB・疏T・B,如・θκε〃仰κcκ頗 π・κ灘侃 配即 ∂鋤 測p・3∂α欄 θ
κy励〃30θo一'3ω伽改聯配礁 ηα糊 〃2剛καx賜o麗o淵μV匹Wπθθ.,MocKBa1996,p.37のプランによる
と北側に出入口がある].土塁の高 さは現状 では1mあ るかないかだが,シ ネウス
よ りは高 い.亀 跣 があ り,長 さ165cm,幅ll8cm,高さ(地表か ら)約50cm.ホ
ゾ穴は珍 しく円形 で,直 径35cm,深さ11cm.うま く自然石 を利用 して作 った素
朴 な感 じの亀跣 であ るが,首 の ところだけは巧 みに彫 ってある.
8月26日(火)ハイルハン→ブグ ト→ツェツェル レク
午前9時27分,出発.昨 日の帰路 と同じ道 を南下.
10時10分,ホシ ョーティン=タル遺蹟の傍を通過.
11時10分,ゲルに寄って道を尋ねる.ここはエルデネマンダル冨ソム。雨が少
し降っていて寒い。馬が柵のなかに10頭ほど入っている.その外にも馬群がい
る。このゲルはフヌイ河のす ぐほとりにある.向 こうには牛の群れが見える.
ここで馬乳酒を買い込む.こ こからブグ トまでは40㎞くらいらしい.
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11時半,発 車.ま もなくイフタミル=ソムに入る.
昼の12時36分,固定家屋が数軒あるところを通過.道 を聞こうとするが,人
影なし,約1km離れたゲルへ行 く.高度計で1680m、このあたりの家畜にはヤ
クが混 じっている.やはり先ほどの固定家屋のあったところがブグト(ByryTな
いしByraT)=ブリガ ドだった.
午後1時03分,ついにブグ ト遺蹟に到着.土 塁は縦横40×50mくらいの長方
形で,その内側に周溝がある。中心部のマウンドの高 さは1mもない.これは突
廠第一可汗国時代のものであることが,出 土 したソグ ド語の碑文から判明して
いるが,そ のブグ ト碑文は今はツェツェルレクの博物館にあって,こ こにはな
い.碑文の発見が遅かったので,人里離れたところなのかと想像 していただけ
に,遺蹟が道路のすぐ傍なのは意外だった.遺蹟の中心でGPS測定.北 緯47度
49分11秒,東経101度16分58秒.高度計で1615m.
ここはアルハンガイ県のイフタミル=ソムに属 し,現地名はハールガティン=
アム(Xa孤raTHHAM)で,遺蹟のことはハールガティン=ヘレクスルという.
ブグ ト遺蹟 もかつてのモンゴル隊ないしロシア隊による発掘の跡が痛々 し
い.掘 りっぱなしという感 じ.柱の礎石がい くつも発見 されたと言われる中心
部は掘 り窪められ,そ の周辺にた くさんの大小の積石や何枚 もの板石が散乱 し
ている.長方形の土塁 と周溝はなんとか確認できる程度.バ ルバルはかな りよ
く残っており,吉田と片山が数えたところ,土塁の外側にあるのは276個で,そ
のバルバル列の長さは,約300m.おまかに言えば,や はり東の低いほうへ伸
びている.し かし正確 に見れば,始 めのラインは真東 より南へ約30度ずれ,
160mくらいのところに曲がり角があり,それから北へそれている.土塁の内側
にもバルバルが6個 認められ,その列の長さは9mである.も しか したらこれ ら
土塁内部のバルバルは,突厭第二可汗国時代のキョル翼テギン廟やビルゲ可汗廟
にある臣下の石人の先駆かもしれない(ヴォイ トフ ・メネスや林の意見).
レンガは見つからなかったが,瓦 は大量に散 らばっていたので,成 分分析用
に破片を採集.な ぜか白いフリン ト石もた くさん散らばっていたので,こ れ も
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採 集.
3時58分,発 車.,
4時20分,ホ イ トタミル河原で,高 度1605m.例によって大 きい川筋 には,広
葉樹 が びっ しりと生 えている.ま もな くタイハル大岩が見 えて くる.
5時11分,ツ ェツェル レクに入 る直前 の峠 で停車.北 緯47度30分06秒,東経
101度25分00秒.高度計で ち ょうど2000m(曇り).気温12度.
8月27日(水)ツ ェツェル レク
午前9時40分,ホ テルのす ぐ近 くにあるアルハ ンガイ県博物館 に行 き,中 庭
に安 置 され ているブグ ト碑文 の採拓作 業開始.
ブグ ト碑 文 はクリ ャシュ トルヌ ィ とリフシッの研 究(cT.K朋皿丁・PH曲&B.A.
JIMB皿凪,"Cor脳疏cKaHHaπnMcb紅3ByryTa,"in:Cη3ρακ配剛 姥ρo∂κ80αoκα10,M㏄KBal971,
pp.121-146;S.G.Klja忌tomyj&V.A.hv忌ic,``TheSogdianInscr孟pdonofBugutRevised,"AOH
261,!972,pp.6g-102)によ り学界 に紹介 された突廠 第一可汗国の重要記念碑 であ
る.,正面 と両側面 の3面 が ソグ ド文字 ソ グ ド語 であるが,裏 面 に もなにか文字
はある.ク リャシュ トルヌ ィらはこれをブラーフ ミー文字 だ と言 っている.昨
年,肉 眼 で見 た時は,ほ とん ど摩滅 してお り,拓 本 を とって も無駄 だ と思 った
が,今 回た また ま側面 か らはみ出た紙 を大澤が押 し込 んだ ら,か な りくっ きり
文字が現 われた.そ こで急遽,裏 面 も本格的 に採拓す るこ とに した.採 拓後,
計測 と写真撮影.こ の時,館 内に保管 されている碑頭部 の2断 片 を持 ち出 して
きて,本 体 と合 わせて撮影 した.亀 跣 を含 む全体の高 さは245cm,亀朕 を除 く碑
石 は高 さ197cm,幅72cm,厚さ19.5cm.
夕食後の午後9時,合 同 ミーティ ング.今 日の成果,と くに吉田 によるブグ
ト碑文 の新 しい読 みについてモ ンゴル側 に説明.リ フシツ らがnwhsnk"wst
「新 しい僧伽 藍 を建 てよ」と解読 した ところは正 しくはnwmsnk"wst「教法 の
石 を立てるこ と」である.こ れ までこのブグ ト碑 文に よって突蕨 第一可汗国に仏
教寺 院が建 て られていた と解釈 されて きたが,そ の根拠 は失われ た.「教法 の
(144)
石」とは,こ の碑 文 自体 を指 している可 能性大.ま た リフシッ らが βγβwmy盈
γYnと 読 んで突廠の始祖 「ブ ミン可汗」に当てた ところも,mγ'ntykynと読 ん
で 「マハ ン王子」とい う人物 を想定 した の も,全 くの誤 りであ った.さ らに βγ'
t'sp'rγ'γ'n「君主他鉢可 汗」とした ところ は,mγ't'Φ'rxYn「莫 賀他鉢可汗」
であった.
8月28日(木)ツ ェツェル レク→ ハル ホ リン
午前8時40分,朝 食.こ の時,吉 田は,こ れ まで 「ブ ミン可汗」と読 まれて き
た ところは,w㎜'x'γ'nと読 むべ きで,漢 文史料の 「奄羅可汗」で はないか と
報告.そ れか ら,裏 面 はやは りリフシツ らの言 う通 りブラーフ ミー文字 で,し
か も縦書 きだろ うとい う.も しそ うな ら,こ のブラーフ ミーはイ ン ド語 の仏典
か何 かで,前 日読 み取 ったnwmsnk'「教法の石」とは 「仏法の石」で,予 想 通
りこの碑 文 その ものを指す こ とになる.し か も碑 文の正面 はブラーフミー面 で
あるこ とにな り,ソ グ ド面が側面 か ら始 まってい る とい う奇妙 な事実 も,そ れ
が碑文建立の経緯 を述べた もの と考 えれば うま く説明で きる.[ブグ ト碑文の拓本
を作成 したことによって判明した重要な事実の一部は9月2日 の項にまとめてある.]
10時05分,出発.
夕方6時54分,ポ トン ト=ソムの中心集落に入 り,そ この文化セ ンターで,外
に展示 してあ る カラ=バ ル ガス ン碑 文の碑頭 の一部(約5分 の2)を 手早 く撮
影 ・計測.こ ろが してみ て,な ん とこの碑頭 は,碑 身 と一体なので はな く,碑
身の上 にかぶせて置 く形式の もの であるこ とが判 明.
夜9時08分,カ ラコルム遺蹟 の北の オルホ ン平原の 中にあるゲ ル式 ホテル前
に到着.こ のゲル式 ホテルの正式名称 は,』ハ ンバ イン=ジ ョールチニ ィ=バーズ
(ハンバィン=ッーリス ト=キャンプ)で ある.東 経47度16分,北緯102度49分.
8月29日(金)
ハルホ リン→ホショー=ツァイダム→ツァガン=バイシン→ハルホリン
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午前11時18分,ホシ ョー=ツァイダム第三遺蹟に到着.去年 も来たところなの
で,写真撮影は簡単に.遺蹟の中心部でGPS測定.北緯47度34分15秒,東経102
度49分39秒.高度計で1415m(曇り).
そこから東北方へ400～500m歩いていったところに第四遺蹟があった,こ こは
初めてなので,丁寧にビデオと写真撮影.こ の第四遺蹟にも石榔(サルコファー
グ)の板石が残っている.その上でGPS,北緯47度34分28秒,東経102度49分
49秒.高度計で1410m(曇り).気温25度.この遺蹟のあるところもわずかなが
ら小高く,東の方へなだらかに下っている.石彫の類はない.第1バ ルバルに
は立派な石が使われている.バルバル列はやはり東へ向かって伸 びている.こ
の第四遺蹟はキョル謹テギン遺蹟のほぼ真北にある.
12時58分,出発.ツ ァガン=バイシンへ行 くために,ホ クシン=オルホン河畔
のゲルに立ち寄って道を聞 くが,こ のまま西へは進めないという,湿地がある
らしい.も う一度戻って今朝来た道を南下する.
午後1時53分,到着.遺 蹟のすぐ北には丘があ り,その向こうまでは見渡せ
ない.東北の端の方に低い山が遠望できるのみ.西 にはカラ=バルガスン遺蹟の
中で最 も高い宮城部分がかろうじて認められる。
ッァガン=バイシン遺蹟の中心的遺構 は一辺が36mの正方形.そ の一番高い所
は東北の角で地表から約3m.そ こでGPS.北緯47度27分37秒,東経102度46
分46秒.高度計で1445m(曇り),気温27度だが,風 があって涼 しい.
8月30日(土)ハルホリン→カラ=バルガスン→ヘリで空撮→ハルホリン
午前9時42分,出発.オ ルホン大平原の草はもうかなり黄ばんでいる.や は
り河原だからだろう.これに対 し,す ぐ西 と南の山丘の草はまだ緑である.
10時47分,カラ=バルガスン碑文のある場所に到着.巨大な宮城の南壁から約
500m離れた所で,別 の独立 した建築遺構の内部である.こ こはアルハ ンガイ県
のポトント=ソムに所属.去年の予備調査で碑石の割れた断片17個を確認し,片
山がナンバーをふっているので,そ れを採用することにする.まず吉田 と大澤
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が各 断片の2箇 所 にガムテ ープを張 り付 け,そ れに片山が ナ ンバ ー を書 き込
む.ま た,少 し離れ た場所 にあった断片 もこち らに運んで きて,No.18とし,ポ
トン トの文化セ ンターにあった碑頭の一部 をNo,19とす る.こ の カラ=バル ガス
ン碑文の石質 につい ては,破 片 を去年 日本へ持 ち帰 り,京 都大学 の石坂恭 一教
授 に分析 してい ただいた ところ,ピ ンク色の カリ長石が最 も多 く,石 英 と斜 長
石 はほぼ等量の粗粒黒雲母花崩岩 とい う結果が出ている.現 在我 々が見 ること
ので きる断片 は19個であるが,1908年に大谷探検:隊の野村栄三郎が現地 を訪れ
た時には37個あ った とい う(r新西域記』下巻,東 京1937,P467).ラドロフの ア ト
ラス(W.W.Radloff,ん'α54θ〃M'θr鰍〃1εr48r砺oη80」8'.A「わ8"θπ4θ「07c加η'EκPθ4∫∫'oπ,14'
St.Pe鵬rsb肛gl892-9g)も参照 してみ ると,漢 文 の書 かれていた大 きな断片 はほぼ
全 て無 くなってい ることに気付 く.そ れは ともか く,厚 さだけ とって も70cm前
後 もあった稀 にみる巨碑 がこれだけこなごなに砕 かれてい るのは異常 と しか思
えない,そ の理由は,ペ ルレーがい うように,ウ イグルの宿敵キルギスが840年
に東 ウイ グル可汗 国 を滅 ぼ した時 に故意 に破 壊 したか らで あろ う(cf恥p聡3
1961,p51).周知の よ うに同碑 文 はル ー ン文字 ウイ グル語,ソ グ ド文字 ソグ ド
語,漢 字 漢文 の三体 で書 かれ てい る.破 損 した碑文 の うち,漢 文面 が半分程
度,ソ グ ド文面 が三分 の一以上残 って いるの に,ル ー ン文字面 のみ は僅 か数
パーセ ン トしか残 っていない(それ ゆえ文章 として読めない)とい う事実 は,同
じルー ン文字 を使用 していたキルギス人が,自 分たち も読めるウイグル語 の部
分 を意図 的に破壊 した とい う推測 を裏付 け るように思 われ る,
それか ら拓本 をとる作 業に移 るが,相 当に風 が強いので,や は りテ ン トを立
て ることに した.北 緯47度25分34秒,東経102度39分24秒.
午後2時 過 ぎ,オ チルは トラックでハルホ リンへ戻 り,拓 本 許可の 申請を し
た り,ウ ランバー トルよ り飛来す るヘ リを待ち受け る準 備.バ ヤルは碑 頭のス
ケッチ.そ の他の メンバ ーは2つ のテ ン トに分かれて入って,採 拓作 業開始.
森安 と林 は,空 撮 の時の ポイン トを探す 目的 と,瓦 ・レンガの採 集 を兼ねて,
1号車で カラ=バル ガス ンの都市部 を回 ることにす る.カ ラ=バルガス ンは近代
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の遺蹟名 で,元 来 は東 ウイグル可汗国の首都 オル ドゥ=バ リクであ る.
宮 城 よ り相 当 に離 れた地点 で,大 きな石臼 を発見.残 念 なが ら割れ てい る
が,幸 いその直径 は110cmであることが分かる.1949年にここを部分的に発掘 し
たこ とのあ るキセ リョフとペ ル レーは,カ ラ=バ ルガスン即 ちオル ドゥ=バ リク
のほ とん どの家庭 には穀物用 の挽 き臼があ ったが,そ の1つ として完全 には
残 っていない と述べ,そ の原因を,840年のキルギス によるウイグルの首都攻撃
に帰 している(C.B.KMceπeB,"耳peBHMe【℃ a胆MoHm朋M,"Co8ε〃2cκ副Aρκεo・ωε厩i957-
2,pp.94-95;ngpn331961,p51).ジープで回ってみた限 りでは,や は り都市趾 は ラ
ドロ フの描 いた図面(A吻∫,pl,XXVH-1)のように実に広大 な範囲 にひろが って
い る.ラ ドロフの図面 では,少 な くと も東西 は3㎞ 以上,南 北 は7㎞ 前 後 あ
る.[ただし実際にはもっと広がっていたようである.現在,衛 星写真を入手 し,奈良女
子大の相馬秀廣教授の協力を得て解析中である.一方,独 自の情報を持つ白石によると,
都市趾は東に約25度振れており,その軸に従って南北方向で12km以上あり,東西方向は
軸に直交して55kmである,と いう.]
天気が よくな らないので,今 日の 空撮 は中止か な と思 ってい た矢先 の6時 過
ぎ,ハ ルホ リン方面 か らヘ リが飛 んで来 るの を,誰 かが見付 け て大声 をあげ
た,み るみ る近付 いて きて着陸 したヘ リか ら,オ チル所長 が降 りて くる.あ い
に くの天候 で,都 市趾 を浮 き上 が らせる効果 を期待 した斜 めか らの夕陽 は望 む
べ くもない.森 安 はオチル と協議 の うえ,今 日これか ら1時 間,そ して明朝1
時間ずつ フライ トす るこ とを決 断。
夕方7時26分,い よいよ離陸.ヘ リに よる空撮 開始.森 安が命綱 を腰 に巻 き
付 け,ド アを開放 したままで,カ メラとデジタル=ビ デオを交互 に操作.ま ず カ
ラ=バルガス ンの宮城か ら始め,次 いでその都市趾 全体,そ れか らッァガ ン=バ
イシ ン,ホ シ ョーニツ ァイダムの順 に,旋 回 と高度の上 げ下 げを繰 り返 しなが ら
撮影 した.
8時20分,ヘ リは南下 してツー リス ト=キャ ンプに着陸.
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8月31日(日)ハ ル ホ リン→ ヘ リで空撮→ ドイテ ィン=バル ガス→ ヘ リで空撮
→ カラ=バ ルガス ン→ハルホ リン
午前10時,ヘ リ離陸.今 日の撮影 担当は林俊雄.昨 日はヘ リの高度の上げ下
げを細か く指示 しす ぎて,か えって失敗 したので,今 日は高度 をほぼ80mに固
定.カ ラ=バ ルガス ンでは都 市肚 の部分 を丁寧 に とって もらう.
10時半,ド イティ ン篇バ ルガスを空撮後,そ こに着陸.
ドイティ ン=バルガスは四方 に湖があ り,白 石の指摘 どお り(白石典之「モンゴ
ル帝国の首都,カ ラコルム都市遺跡の調査(2)一オゴタイ ・ハンの離宮の発見一」『環 日
本海研究年報』4,lgg7,pp.115-118),オゴデイ=ハ ー ンの春の離宮 にふ さわ しい とこ
ろ.大 きな礎 石や基壇が残 ってい る.遺 蹟全 体が小高い独 立丘 の上 にあ る.こ
こはアルハ ンガイ県 のウゲイ=ソ ム とポ トン ト=ソムの ソム境 にある とい う.
ここで表面 が青緑色 の きれいな タイルの破 片 と,レ ンガの破 片 とを採 集.タ
イル には厚 さの違 う ものがあ り,コ ーナ ー用の タイルには2面 に粕 がかか って
いた りす る.こ この イス ラム的な タイル と,他 のモ ンゴル時代遺蹟 にあ る中国
的 な緑粕瓦 と,粘 土の成分 に違いがあ るのか否か,帰 国後 に奈 良教 育大 の三辻
利一教授 に依頼 する ことにな ってい る化学分析の結果が楽 しみ.
11時半,ド イテ ィン=バルガス よ り離陸.今 度 はホシ ョー=ツ ァイダムのキ ョ
ル=テ ギ ン遺蹟 とビルゲ可汗遺蹟 のみ をね らって もらう.次 にツ ァガ ン=バイシ
ンに向か う.こ れ には2つ あった.29日に地上で調査 したのは1つ だけ.そ れ
か らオルホ ン河 を越 えて カラ=バル ガス ンの碑 文の横 に着陸.
昼食後,片 山の指示で,碑 文断片のNo.10とNo.13とを合 わせ てみ る.片 山の
予想 どお りぴた りと合 う,ホ ゾの一部 も残 ってお り,こ れ らが碑 文の ソグ ド文
の最下段 にあたるこ とは明 らか.既 に吉 田が1988年の論文(吉田豊「カラバルガス
ン碑文のソグ ド語版について」「西南アジア史研究」28,p.27)で初 めて ソグ ド文面 の最
下端 に くると指摘 してい たFL7(今回の片山編号のNo.13)の前 にソグ ド文が2
行延 びるこ とになった.
そ れか らバ ヤルのスケ ッチ を中断 して もらい,No.16(大きな碑 頭)の 上 に,
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No.17を載せるという大作業をする.こ れまたぴた りと合 う.
吉田が念のため,漢文&ソ グド文面の碑額と,No.9断片のソグド文面の反対
側(ルーン文字があるはずの面)の平 らな面 も拓本をとってみたいというので,
手分けして作業.碑 額に関しては,ラ ドロフのA吻∫,pl.XXXV-2の下半分が無
くなり,上半分だけが残っていることが判明.No.9からはまったく文字は出な
かった.お そらく本来の表面がごく薄 く表皮を剥 ぐように損傷 しているのだろ
う.さ らに,オ チルの努力で,球形断片(No.15)の下部にある花模様(A吻∫,
pl.XXXV-3)の拓本 もとることができた.た だ し,以上 はすべて1枚ずつなの
で,日本へは持ち出せない.ル ーン面の碑額は,写真で もくっきり文字が写る
ので,あ えて拓本はとらなかった.
この後,林 ・吉田 ・片山 ・大澤 ・バットルガは,カ ラ=バルガスン宮城全体の
簡単な測量 と,宮城内の瓦 ・レンガの破片採集に行 く.宮城の規模は,長辺が
約420m,短辺が約340mの長方形で,一 周は約1500mであった.
カラ=バルガスン碑文の断片は,碑頭以外,全 てころが して,全 ての面を調査
した.た だ碑頭だけはあまりに重いので諦めていたが,時 間に余裕のできたモ
ンゴル側は,と うとう運転手 まで総動員 し,ロ ープを使 って,こ ろが し始め
た.下部を見ると大 きなホゾがあり,数 日前にポ トン トの文化センターにあっ
た碑頭を調べた時気付いていたように,碑頭が帽子のように碑身の上に載って
いたことは明らか.ポ ラロイ ドをとって,計測値を記入.宮 城の測量か ら帰っ
てきた者 も写真をとった後,全 員でロープを引っ張って,碑 頭を元の状態にも
どす.バ ヤルが碑頭のスケ ッチを完成.
夕方7時06分,撒収.今 日は実にた くさん仕事をして,み んな大満足.
8時20分,ツー リス ト=キャンプに帰着.
真夜中の12時頃,森 安 ・片山が隣のゲルへ行 く.森安 ・林 ・片山の3人 が改
めてルーン面の拓本を読み,吉 田の読むソグ ド面 と内容的に合致するところが
ないか探す.森 安は今回初めて,撫,pl.㎜ 一6として掲げられたルーン文
字拓本の左端 にある1枚 のテキス ト(我々の編号ではNo.12)の中に,aftadan
(蓋50)
(マニ教 の高僧 アフタダン)とい うキーワー ドを読 み取 った.こ れを ラ ドロフ自
身はD∫8α'枷rた∫c舵η血∫c加哲επ4θrル話oη80'θ`,Bandl,Liefblung3,StPetersburg
1895,p.293では全 く誤読 してbtaad血としていた.こ れ までル ー ン文字 文献 の
中には在証 されていなかったaftadanとい う語が,今 年になって一気 に2つ も見
つかった ことになろう(cf森安「大英図書館所蔵ルーン文字マニ教文書Ka・.OlO7の新
研究」『内陸アジア言語の研究」12,1997,p.46,L4&p.50,nob巳).吉田に よれば,こ の語
はソグ ド面 に も現 われるが,そ の ソグ ド文 のある断片 は まだ全体 の中におけ る
位置が決定 してい ないので,残 念 なが らルー ン文字断片 の方 も相対 的位置 は決
め られない.し か し両断片が 内容 的に対応す る ことはほぼ確 実だ ろう.
ところで吉 田は,カ ラ=バ ル ガス ン碑 文の ルー ン面 にaftadan,ソグ ド面 に
'βt'δ'nyhが現 われ るこ とについ て,次 の ような推定 を した.ウ イグルの牟羽可
汗 がマ ニ教 に改宗 して か ら,こ の碑 文が建立 され る までの あ る時期 に,オ ル
ドゥ=バ リクの都 に払多誕(ア フタダン)が座す るマニ教会が設置 された.そ の
ことを記録 した部 分が,こ の部分 である.ど ち らの断片 も碑文 の中の本 来の位
置を確定 する ことがで きないが,比 較 的 に保存 の良い漢文面 を参考 にす れば,
後 半 にあ ったこ とは間違 いないであろ う.
現在碑文 の断片 が散在 してい る所 に,碑 文 が本 来立 っていたのな ら,こ の場
所 は宮城 か ら500mほど離れた所 にある.碑 文のそば にあった建物 はマニ教の寺
院で あって,そ の敷地 の どこかに碑 文が建 て られ,そ の寺 院 に払 多誕 の座 が
あったので はない だろうか.
吉 田の推定 は上 の通 りである.現 時点では確証 はないが,仮 説 として提案 し
てお きたい.
さらに森安 は帰 国後,本 碑 文のルー ン面 の検討 を重 ねる うち に,先 の アフタ
ダンの外 に,さ らに2つ,も しか した ら3つ のマニ教専 門用語 のあ ることを発
見 したので,確 実な2つ について ここに報告 する,そ れはA'`α5,pl.XXXV-6と
して掲げ られたルー ン文字拓本 の右端の1枚(我 々の編号の断片No.7)に見 える
が,残 念 なが ら現存の断片 は風化 が進み,我 々の とった拓 本では読めなかった
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ものである.
No,7c・5,nuγo甑k:我々の拓本ではNW〃 〃 のみ しか見 えないが,ア トラス
ではNWGW蓉/と 見 える.ラ ドロフはAnuγu蓉アヌグシュとい う人名 か何 かだ
ろ うとい うが,全 くの誤解 である.オ ル クンは5文 字 目を 蓉ではな くrと 読 む
(H.N.Orkun,E襯τ鰍 距z〃αr`.H,istanbullg38,p.38)が,それ も正 しくない.漢 文 ・
ソグ ド文の内容か ら知 られる本碑 文のマニ教的性格,さ らに漢文面 第22行に「聴
士」とあ り,ソ グ ド文第19行と第21行にnγ'wヨ'k「聴者 ・聴 衆」とあるこ とを考
慮す れば,こ れがNWGW蓉[k】=nuγo忌akであ ることはほぼ確 実である.マ ニ
教 で一般信徒 を指す 「聴衆」とい う術語 はマニ文字や ウイグル文字 ではnγo蓉akと
書 かれ,ル ーン文字で もNGW甑 と書 かれ,普 通 にはniγo蓉akと転写 され る.
しか しなが ら実 はルー ン文字 でNWGW蓉 【k]と表記 された例が わず かに1つ
ではあ るが存在す る(cf森安1997,pp.46,4g).後続の 円唇母音 に引 きず られて,
盛 がnu一に変化 したに違い ない.
No,7c・12,dinavaranξ:前舌系文字 と後舌系文字 とが混 じっていた こと もあ
り,従 来 明解 のなかった箇所 である.ル ー ン文字文献で前舌系文字 と後舌系文
字 とが混 じっている場合,そ れはほ とん ど例外 な く外来語 と考 えてよい.そ し
て今 回,私 はこれが ソグ ド語 の δyn'βr(δenaβar)「マニ教 僧侶」の女性形 δyn'βr'nc
(δenaβaranc)と全 く同 じ形 を していることに気付い た.こ れは東方マニ教会の公
用語 の1つ であ ったパ ルチ ア語 のden飾ar(中世 ペル シア語 ではdenawar)から
ソグ ド語 に入 り,そ して ソグ ド語で女性形 を形 成す る接尾辞 一'ncが付 き,さ ら
にウイグル語 に借用 されたマニ教専 門用語 に違い ない.中 世 イラン語 にお ける
本 来の意味 は「宗教 を持つ者,信 心深い人」であるが,東 方マニ教 会で は「選ば
れた者,純 善人」と同義のマ ニ教僧侶 を指す言葉 として使われた(cfChavannes,
益d.&P.Pellioち"Unαai悟manich6en【e柱ouv6enChlne,"'Anov.一d6c.1911,pp,554-555;W.
Sundennann,"DτnavI吻a,"in:Eηcンcゆαθ4如かαηlcα,VII-4,1995,pp.418-419;SundemImn,
βπ,XIX,lgg7,p127).おそ ら くここのdinavalan乙の直前 には男性形のdinavarが
あ り,両 者相侯 って「マニ僧」全体 を指 したのであろう.そ してそれは表現 とし
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て は漢 文面 第10行の 「慕 闇の徒 衆」や 第22行の 「僧徒 」に当た るに相違 な かろ
う.本 断片No.7の全体 の中の位置 を考慮すれば,No.7cに残 された ウイグル語
テ キス トは,漢 文 テキス トの第19～22行目に対応す る可能性があ る.た だ し断
定 はで きない.
ところで,こ の ウイグル語形 に,マ ニ教徒が使用 した3種 の中世 イ ラン語
の うちソグ ド語 に しか ない接尾辞が付い ている事実 は,ウ イグル にマ ニ教 を伝
えたのが ソグ ド人 であった とす る見方 を傍証す る,実 際,9世 紀 に書 かれた と
推定 され るソグ ド語の ある書簡 に δyn'βr'nc(δenaβaranc)「マ ニ教尼僧」とい う語
が在 証 され ている(cf.W,Sundermann,"problemederInterpretationmanichaisch.
soghdischcrBriefe,"in:」.HamLatta(ed.),Fro溺μεcα'αθ麗5如Al一β雌w召r'z雁,Budapest1984,
F305).この ような語が カラ=バル ガス ン碑 文の中に,ウ イグル語 を含 む古代 ト
ル コ語文献 の実 例 と して は初 めて発見 され た意義 は決 して小 さ くない.
後 ろの9月2日 の条で説明す るように,我 々の推定 によれ ば,ル ー ン面 の
行数 は最大ll6行,1行の字数は70～75文字程度 であった.す なわち全体の字 数
は最大 で8120～8700字である.そ の うち,ラ ドロフの調査段階で現存 していた
ルー ン面諸断片 に残 る文字数の合計 はわずか に320字弱であって,4パ ーセ ン ト
以 内で ある.そ のたった4パ ーセ ン トの中に,マ ニ教専 門用語が3つ ない し4
つ も見つ かったのである.こ のこ とか ら当時の ウイグル社会,少 な くともその
上流社会 にいかに深 くマニ教が浸透 していたかを読 み とるのは,決 して的外 れ
で はあ るまい.
9月1日(月)ハ ル ホ リン→ ホシ ョー=ツ ァイダム→ハルホ リン
午前11時16分,ビルゲ可汗 遺蹟 に到 着.全 員 に本 日の作業 につ いて指示.
昼食後 は,森 安 ・吉 田 ・バ ッ トルガ ・バ ッ トジャルガルが一組 になって,バ
ルバ ル列の長 さをデジタル=メ ジ ャーで計測.オ チル ・林 ・片山 ・大澤 は,キ ョ
ル=テ ギ ン碑文の部分採拓,瓦 ・レンガの採集,必 要な測定 ・撮影 な どをす る.
ホシ ョー=ツ ァイダム草原の地面の砂は乾 ききった感 じで,草 の密度 も濃 くな
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い.固 そうな草 ばか り.少なくとも今はそんなに素晴らしい草原ではない.
午後9時,日 没直後にキャンプに帰着.ま だ明るい,
9月2日(火)ハ ルホ リン
午前 中は休 息.
午後2時,合 同 ミーテ ィング.先 ず吉田がブ グ ト碑文 の拓 本再解読 の進捗状
況 を説明.次 にカラ=バルガス ン碑 文の大 きさと,本 来あった と思 われ るウイグ
ル文 ・ソグ ド文 ・漢文の行数 を推定.そ れ に関連 して森安 は,3年 前の予備調
査 で既 に この碑 文の厚 さ(側面)が 約70cmとい う,常 識 をはるか に越 えた もの
であ ること,及 びそ こには従来考 えられ ていた よ りず っ と長 く漢文 とソグ ド文
が続い ていた こ とを発見 し(cf吉田豊「無常を説くマニ教ソグ ド語文書」rオリエント」
37-2,lgg5,p.28),それ,によってそれまで本碑 文が ウイグル第8代 の保義可汗 の紀
功碑 であ りなが ら,第7代 の懐信可汗の事績ばか りが誌 されてい て奇妙 だ と考
えられて きた謎が氷解 したい きさつ を紹介.lggO年出版 の フデ ャコフ報告 で も
なお この点 を誤解 し,カ ラ冨バル ガス ン碑 文 を先代 の懐信可汗 の戦勝記念碑 とみ
な してい るの で,注 意 が必要で あ る(cf.10.C.Xyh騒K。B,・naM∬THHKMy疏rypcK甜
Ky肋TypHBMoHro∫1肌"in:μ8κ〃3ρ側酬α∬A3朔梶coc6∂κκθ〃躍Pρ〃脚ρ媚 θCρθ∂櫻θθθκα,
HoBoc胚6HpcKlggO,p,87).林はカラ騙バルガス ン宮城の測定結果 を,ラ ドロフの ア
トラス と比較 しなが ら報 告.片 山は ビルゲ可汗碑文 の復 元状 況を報告.モ ンゴ
ル側か らはカ ラ=バル ガス ン第二碑文の 出土地 について,ジ ャルマ ンタイ(ジル
マ ンタイ,ジ ャランタイ)河 とい うオル ホン河 に注 ぐ支流(ポ トン トよ り流 出)
の ほとりで,カ ラ諾バルガスン遺蹟 より遠 くない所か ら見つかったはずで,詳 し
くはシネフー らの記 述 を見て ほ しい と示唆 あ り.
吉 田に よるこの時の説 明に,翌9月3日 の再計測結果,そ して さらに帰 国後
の検討 の結果 を加 えた ものは次の通 り.
① 〈 ブグ ト碑文〉
碑文 の第1行 目は次の ように読 むこ とがで きる:
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ny(m)[wn']knwm(sn)k"wst'tδ'r一'ntt卜'wkt'(')蓉y-n'skwtr'tt'x蓉y・wn'k
「この 「教法の石』を トルコのアシナスー族 の支配者 た ちが立て た」
従 来'(')営y一ロ'sはcynst'n「中国」と読 まれ,kw憤tはkwt(s)'ttと転写 されて,
その意味 について種々の解釈が提案 されて きたが,全 体 は 「アシナスー族の」の
意味であ って,漢 文資料 に突廠 の王族の姓 と して現われ る「阿史那」の原語 はソ
グ ド文字では"ヨyn'sと表記 された と考 え られる.な お,帰 国後,京 都大学所蔵
の カラ=バ ル ガス ン碑文 の拓本 を再 調査 した ところ,同 碑文 の6行 目の 冒頭部
に,弩yn'skw廿twrk'x蓉'wnh「アシナスー族(の)ト ル コ(=突 廠)の 領土」と
読め る部 分があ ることが分か った.漢 文面 で「[阿1史那革命」とあ る部分 に対応
す るので,こ れ もブ グ トの"首yn'sの読み と解釈 を支持 す るで あろ う.こ れに
よって,阿 史那の語源 をars(i)lan「ライオン」であ るとみ るベ ックウィズ の奇矯
な説(Ch.1.Beckwi出,丁加 πわ磁 π伽pMπCθ碑α'細α,pdncetonlg87,pp.206.208)も,
"k6kt血r肛k"「青 き突厭」の 「青」と同 じ意味の コー タン=サ カ語as§ejnaやトカラ
語a6naやソグ ド語'xs'yn'kと阿史那 を結 び付 けるク リャシュ トルヌ ィの新説
(S.G.Klyashtomy,"TheRoya童ClanoftheTurksand山eProblemofEarlyTurkic-hanianCon一
嘘邸AOH47-3,lgg4,pp網5-447)も存在理 由を失 うことになる.
②〈 カラ=バル ガスン碑文 〉
現 地で計測 した数値,並 びに京都 大学等が保管す る拓本 を調査 して判 明 した
数値 と碑 文の行数 によ り,碑 文全体 の復元値つい て次の ような結論 に達 した.
碑 身:正 面 の幅176cm;側面 の幅70cm前後;面 ど りした部分5.5cm
漢文面(正 面中央より左側面まで):34行,縦書 き
正面19行(実数)+面 取 りされた部分1行(実 数)+側 面14行(推定)
推 定の根拠 は拓 本の漢文は10行で44～46cmあるか ら.
ソグ ド面(正 面中央より右側面まで)二45行,縦書 き
正面27行(推定)+面 取 りされ た部分1行(推 定)+側 面17行(推定)
推 定の根拠 は拓本の ソグ ド文 は行 間が,正 面 では3cm強,側 面
で は3.5～4cmあるか ら.
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ルー ン面(反 対正面全体):行 数 は最大 でll6行程度(下 記参照),横 書 き
1行 に70～75文字程 度(語 と語を区切る記号:も 含む)
推定 の根拠 は20cmの中に8～9文 字 が入 っているため.
碑身の高 さについては確 実なこ とは分か らない.た だ し碑 身の幅が176cmで
あ るこ とは判 明 しているので,仮 に横 と縦 の比 率が1:2で あった とす る と,
352cmになる.こ の高 さであるとする と,漢 文版 の1行 の文字数 は78文字 程度
であった と考 え られ る.そ の推定 の根拠 は,拓 本の漢文 は縦10文 字で約45cm
あるこ とであ る.一 般的 に利用 されて いるシュ レーゲ ルのテキス ト(G.Sch豆egel,
D∫θch加ε∫ε∫cんθ』η3cゐrのαげ4θ加傭8擁rε∫c加ηDθη々溺α〃ηκατα一βα」8α∬μη,Leiden1896)は75
文字 を復元 している.と ころで漢文 を含 む,位 置が未比定の断片No.5は,そ の
大 きさから側面 にではな く正面 に属 することが分 かってお り,そ こには13行 の
幅 があ り,1行 で確実 に7文 字以上残 している.こ れは既 に知 られている断片
の46～49文字 目に設定 されている空 白部か最下段の いずれかに置 かざるを得 な
い.つ ま り1行 は75文 字 よ りさらに少な くとも5文 字前後長 く見積 もらなけれ
ばな らない.1行 に80文字 あった とす ると碑 身の高 さは360cm程度 になる.
碑 身の高 さが仮 に360cmであったとす ると,ル ー ン文字の行は124行程度入
る.そ の根拠 はルー ン文 字の行 間の平均が2.9cmあるこ とで あ る.し か し,
我 々が発見 した碑文 の下端 を構成す る断片No。10からは碑 文ルー ン面の下方 に
8行以上 の空 白があ ったこ とが分 か るか ら,ル ー ン面 は最 大 で116行程 度で
あ った ことになる。
9月3日(水)
ハルホリン→ホショー=ツァイダム→カラ=バルガスン→ハルホリン
午前10時36分,ビルゲ可汗遺蹟に到着.早 速,運転手 も集めて本日の作業の
指示.ま ず倒れている碑石の厚さを計るためと,埋 まっている石が本当に亀跣
であるか否かを確認するため,オ チル所長の許可の下,少 しだけ掘ってみる.
我々の隊には本格的発掘は許されていない.間 違いなく亀朕であった.し か し
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亀跣が大理石(しか も粒 が粗 い)では,あ の重い碑身本体 を支 えられたの だろう
かやや疑問 が残 った.
それか ら,4つ の遺蹟のバ ルバル列の長 さ ・方向 ・ゆがみな どをヴィジュア
ル に再現す る 目的で ジー プ ・トラック ・人員 を総動員 して配置 し,写 真 とビデ
オで撮影す る作 業に入 る.相 当 に手間取 った.
午後3時46分,カ ラ盟バ ルガスンへ 向けて出発 直接西へ行 くルー トをとる.
4時18分,オ ルホ ン河の本流 をジープで渡 る.水 流の幅は30mくらい.こ のあ
た りの草は,ホ シ ョー=ッ ァイダムと違い,び っしりと生い茂 っていて,き わめ
て密度 が濃 い.た いへん よい牧場 なのだ ろう.た だ し悪路.
4時35分,カ ラ=バ ル ガス ン宮城の西面の馬出 し(甕城)の ところに停車.分
かれて作業 を開始.吉 田 と片 山は碑石断片の計測 し忘れた部分についてや り直
し.オ チル ・バ ヤル ・ボル ドは,ッ ァガン=バ イシンで集めた各種の レンガ と比
較す るたあ,こ こで形の完全 に近 い もの を探す.確 実 に火事 で焼 けた跡の ある
瓦 を幾 つ も発見.キ セ リョフやペル レーがい うよ うに(K匿ceπeB1957,p.94;Hgp一
πg31961,p.51),これ は東 ウイグル可汗 国が キルギス に滅 ぼ され,宮 城 に火 をか
け られた時の もの に相違 ない.林 ・大澤 ・バ ッ トルガは城壁 の高 さの計測.
それか ら碑石 の再計測 を してい た吉 田 ・片 山と合流.今 日の成果 を聞 く.碑
頭 は高 さ150cm弱,推定の横 幅222cm,厚さ72.5cm,さらにル ー ン面 の 「圭」字
型碑額 は横幅が60cm,縦の長 さは54cm前後 と して復元す るのが妥当 との ことで
ある.ル ーン文字 の碑額 につ いて,か つて ラ ドロフは横 には毎行1字 分欠 けて
お り,下 には1行 文 の脱落が ある として,テ キス トの復元 を行 ない(w.Radlo民
AπMBandl,Liefe川ng3,St,Pe幡burgl895,pp291-292),オルク ンがそれに追従 した
(H.N.Orkun.E襯丁鰍}勉z晦7τ,1,is蜘bullg36,p.85).その後,2行 目冒頭 の1字 を η
ではな くYと 修正 してayと 読み改め る以外,大 枠 はラ ドロフ説が定説化 して
いたが,正 確 な計測 の結果,現 存5行 の下 には1行 では な く4行 分 の脱 落が
あったはずである ことが判 明 した.そ れゆえ,そ この文章 はラ ドロフの考 えた
ような簡 潔な体言止 めではな く,お そ らく,吉 田が推定す るように,ソ グ ド語
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の碑題 と同じような文章の形になっていたに違いない.一 方,林 ・片山は断片
No.1をその形状から亀跣の一部 と推定 した.
もう時間がな くなったので,は じめ予定 していたアトランダムな都市趾廻 り
は中止.8月30日に下見 をした森安の乗る1号 車の先導で,宮 城西南部に向
かって南から北へまっすぐ延びる巨大な大通 りに行 く.林のデジタル=メジャー
による計測では,道幅が100m強(llOmまではいかない)だった.
それから南郊の,礎石が100以上 も散在 している地点に行 く.これらの礎石の
半ば以上は,こ こから南側に現代の農場を トラクターなどで開拓 した時に掘 り
出され,邪 魔なので草原(=都市遺蹟)側に放 り出されたものに相違ない.そ こ
から宮城を振 り返ると,4～5㎞ くらいは離れているらしく,城壁が低 くしか
見えない.そ れ程離れていてもなお,大 きな柱の礎石を使う大建築群があった
ということ.東ウイグル可汗国の首都オル ドゥ=バリクは,天山地方のビシュバ
リク(北庭)や高昌に比べても,は るかに巨大であったということを再認識 し
た.も ちろん8世紀当時世界最大の人口を誇った花の都長安の80～100万には及
ぶべ くもないが,少 な くともヨーロッパのパ リ(25000人)やケルン(15000人)
を凌駕 していたとみて間違いないのではなかろうか.
午後8時 過ぎ,帰途につ き,9時15分頃,キ ャンプに帰着.
9月4日(木)ハ ルホ リン→イフ漏ホショー トゥ
午前9時50分,出発.
12時47分過 ぎから,高度がどんどん高 くな り,草原がぐっと小 さくなる.こ
れからの峠が北のホクシン=オルホン側 と南側との分水嶺.こ の辺 りでは高度が
高 くなっても,北斜面の森林はないとオチルより説明あ り.分水嶺の南側はゴ
ビに直結 しているのだから,それも頷ける.既に高度1800m代に入っているの
に,樹木は1本 も見当らない.こ れまで回ってきたハンガイ地区では考えられ
ない.山 丘の稜線 まで緑の草原.
午後5時17分,バヤンオン ドル=ソムに入り,一旦停車.道 を聞 く.
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7時22分,ようやくイフ=ホショー トゥのキュリ=チョル碑文前に到着.風 が
強い.全 天,曇 っている.森安が3年 前に予備調査に来た時より,草の色はや
や黄色いという印象.
石榔(サルコファーグ)の上でGPS測定.北 緯46度55分08秒,東経104度33分
47秒.高度計で1560m.石榔の板石のひとつには立派な鳳鳳のレリーフがあ
る.石榔の散在 している中央部と第1バ ルバルとの距離 を巻尺で計った とこ
ろ,28m.この中間に碑文がある.そ して石榔と碑文との間に瓦 ・レンガが大量
に散らばってお り,碑文と第1バ ルバル との間にい くつ もの石彫がある.バ ル
バル列に沿ってジープで移動.ず っとほぼ真っす ぐなのに,最後の方で北に曲
がっている.そ の長 さは1㎞ 前後.明 日正確に計測 し直す予定.
9月5日(金)イ フニホショー トゥ
午前10時24分,出発.ま ずバルバル列の様子の撮影を総動員で実施.そ れか
らキュリ=チョル碑文の上にテントをかぶせて立て,2セ ットの拓本をとる作業
にかかる.バ ヤルと大澤はテント外で石彫の調査.森 安は景観 などの記録
本日の採拓作業により,これまで空白と考えられていた北面にも文字が1行
あることが判明 した.さ らに南面にも従来知 られているより1行増えることが
確認された.こ れらは拓本をとることによってなされた発見である.
8時頃,全 員がキャンプに戻 り,夕食.
9月6日(土)イ フ=ホショー トゥ→マンダルゴビ
午前10時10分,キャンプをたたんで出発.
11時05分,デルゲルハ ン=ソムに到着.
午後3時57分,ドントゴビ県のエルデニ=ダライ=ソムを通過.高 度計では
1400m.ここから南は本格的なゴビで,河川はなくなるという.水は泉 ・井戸や
雨が降ってで きる水溜まりのような湖沼からとるらしい.ゴ ビ地区でも少 しは
雨が降る.山丘らしきものは見当 らない.そ れで も地平線が見えるわけでもな
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い.平 皿状草原 とで も言おうか.ゆ るやかな起伏が視界をさえぎる.ゴ ビと
いっても決して砂 と石 ころだけではない.草 の密度が薄 く,上から見ると茶色
だが,斜 め横から見ると緑の草原に見える地区を指 している.
6時20分,マンダルゴビ市が見えてきた.市 といっても日本の田舎町程度.
9月7日(日)マ ンダルゴビ→ダランザ ドガ ド
午前9時10分,出発.昨 日と変わらない平皿状草原の連続.
午後1時41分,昼食のため停車.北 緯:44度12分39秒,東経105度04分49秒.高
度計で1260m.風はそんなに冷た くないが,か な り強い.気 温26度.ここで
バットルガが緑色 と赤褐色の石器を発見.地 表から実に簡単に見つかる.
5時25分,ダランザ ドガド市内に入る.人口は1万を越す.高度計で1450m.
9月8日(月)ダ ランザ ドガ ド→セブレイ
夜中,部屋の中は暖かかった.や はり南モンゴルである.明 け方でさえ室温
は20度あった.寝 袋不要.そ れでも外気は肌寒い.
午前10時頃,ホ テルの近 くのウムヌゴビ県博物館へ行 く.館員の女性が,展
示品の説明をして くれる.また,展示 していない青銅器時代のカラスク式短剣
や満州語文書やチベット語仏典なども見せてくれる.こ この館長からセブレイ
=ソムの方へ電話をして くれたところ,セブレイ碑文はやはり現地にあるとい
う.安心 してセブレイに向かうことができる,
10時47分,出発.こ こから先は全てゴビ=アルタイ山脈地方の一部.
午後1時41分,昼食のため停車,高 度計で1635m.岩だけでできている付近の
小山を廻 り,岩を靴で蹴飛ばすと,実に簡単に割れて,小石になってしまう.
3時10分,発車 このあたりは半草原 というより半砂漠 とい う表現がぴった
り.それで もラクダのみならず,牛 の群も羊群もいる.
6時,セ ブレイ山が近付いてきた.
6時08分,セブレイ碑文のことを聞くためにゲルに寄る.こ のゲルのあると
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ころは山の麓だが,全 く草がない.こ んな所にも人が住めることが不思議
6時12分,少し離れた別のゲルに行 く.そこで文字のある白い石はあっちだ
と,東の方を指さされる.確かに数㎞ 先に白っぽいものが見える.ジープでそ
こに向かう.
6時23分,白い石の前 に到着.確 かにセブレイ碑文である.な んとも小さ
く,しかもかなり風化が進んでいる.北緯43度34分09秒,東経102度15分06秒.
高度計で1545m.最初はセブレイ=ソムに2泊 してゆっくり調査する予定を組ん
でいたが,周 囲に遺蹟らしいものは何ひとつなく,碑文の文字 もごく僅か しか
残ってないのを目のあた りにして,予 定を変更.こ れから急いで碑文にテント
をかけ,日 没ぎりぎりまで採拓の作業 をした後,近 くの山の端でキャンプし,
明日の午前中にはここを切 り上げるようにする.2時 間弱で正面の拓本2枚 と
裏面の拓本1枚 とを取 り終える.こ の間,森 安と林はジープで周辺の調査.
8時40分頃,テ ン トを畳んで撤収.8時50分,キャンプ地に到着.
9月9日(火)セ ブ レイ→ダ ランザ ドガ ド
午前6時15分,森 安 と吉 田は起床 し,昨 日とったばか りのセ ブレイ碑 文 の拓
本 を検討.ク リャシュ トル ヌィ ・リフシツ両氏 の読 み(c.r.KπgnlTOPH曲&B.A.
JIKBIn照,"CeBpe戯cKM赫KaMeHb,"Coθ伽cκα刃丁砂pκo鶉02媚1971-3,pp.106-ll2;S.G.KUa蓉tomyj
&V.A.Liv蓉ic,``Uneinscdpdonin6ditetu㎎ucetsogdienne.LastさledeSev爬y(Gobim6ridional),"
JAI971,pp.11-20;護雅夫「セヴレイ碑文」「東洋学報」55-4,藍973,pp、109420)にはか な り
無理 があ り,年 代 や主人公 を特 定す る手 がか りとなるキー ワー ドがい くつ もな
くな ってい く.本 碑 文が ウイグルの ものであ るとい う基 本的な ことさえ,文 面
のみか ら証明す るの は困難 とな る.も ち ろん,状 況証拠 か らは この基本線 は揺
るがない けれ ど.
8時40分,朝 食.そ の後,オ チ ル所長 はセブ レイ=ソ ムのソム長 に会 い にい
く.拓 本 をとった ことの事 後報告 と調査 許可 費を支払 うため.つ いでに,碑 文
の風化が激 しいので,ソ ムの博 物館 な どで保管す るよう進言 した とい う.
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オチル以外は再びセブレイ碑文の調査に行 く.やはりルーン面につきクリャ
シュ トルヌィがウイグル王族のヤaγlaγar「ヤグラカル」氏 とかIoi「英剥 可汗(即
ち東ウイグル可汗国第3代牟羽可汗)と読んだところは無理であることを直接確
認.ま た,ソ グド面につきリフシツが 「ウイグル」と読んだ2箇 所 も幻 と消え
る.た またま地元の遊牧民が近付いてきたのでインタビュー.こ の初老の牧民
は1950年代からここに住んでいるという.1968年まではこのあた りに2個の碑
文があった.1つ は白い石で,も う1つ はボル(薄茶)色の石だった.後 者には
両面 に碑文があったが,誰 かが持ち去った.白 い石の方は,少 な くとも1950年
代からは今 と同じ位置にあるとのこと.1971年のクリャシュトルヌィらの論文
で,エ フレモフの情報では1948年当時ここに2個の碑文があったというが,そ
れらはこの2つ のことで,セ ブレイ碑の断片が2つ あったのではないと判断 し
てよかろう.
〈セブレイ碑文の現況〉
白 くて粒の粗い大理石.縦80cm,横52cm(ただし正面の碑文のある平らな面のみ
計れば45cm),厚さ69cm.正面にはルーン文とソグ ド文が共に7行ずつシンメ ト
リカルに残っている.文字の彫りは浅いうえに,かなり風化 している.カ ラ=バ
ルガスン碑文では片面にソグド文と漢文が左右対称に配置されていたが,本碑
文もそれと似たような形式をしていたと思われる.向かって右 にあるソグド文
は,左から右 に行が進むので,明 らかに元の第1行 から第7行 までが残 ってい
ることになる.ル ーン文の方は行 の進行方向に関 して必ずしも法則がないの
で,確 言はできないが,形 式から判断すればここでは右から左へと行が進むと
みな してよかろう.従 ってやはり元の第1～7行 が残っていることになろう.
クリャシュ トルヌィらは現存の碑石断片で本来の平らな面が残っているのは
正面だけとみなしたが,そ うではない.裏面 も平 らであ り,漢字 らしき文字が
彫 られている.し かも縦の行を画する界線 とおぼ しきものまでかすかに残って
いる.そ の界線の方向は,正面のソグ ド文の方向 とほぼ一致する.それゆえ,
石の厚さ69cmというのは本来の碑文の厚さである.も し正面のルーン文+ソ グ
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ド文の14行で完結 していたなら,正面(および裏面)より側面(厚さ)の方が幅
広 くなって しまう.そ のような奇妙な形状の碑文はありえない.
さらに,ソ グ ド文1行 目の冒頭には,文字の長い尻尾 とパンクチュエーシ ョ
ンがあるが,こ れは吉田の考えでは,ソ グド語碑文の冒頭に現われるタイ トル
的一文の終わ りに くる動詞の語尾である、カラ=バルガスン碑文では対応する箇
所 にnp'x蓉twδ'lym「我々は書いた」とあり,それと同じであればここの長い尻
尾は文字mの それであったことになる.あ るいはnp'x蓉twδ'r'nt「彼(ら)は書
いた」と3人称複数形を用いていたかもしれない.そ の場合には文字tの尻尾
ということになる.こ の推定が正 しいとすると,ソグ ド文1行 目の上方には,
丸々一文が入 るだけのスペースがあったはずで,本来の碑文は現存部より上方
に少なくとも2mくらいはあったはずである.も ちろん下方も欠落 していると考
えられる.69cmという厚さは,突 廠のキョル=テギン碑文やビルゲ可汗碑文の
厚さよりはるかに厚 く,ウイグルのカラ=バルガスン碑文とほぼ同じである.こ
のことを考慮すれば,本来のセブレイ碑文は,カ ラ=バルガス ン碑文クラスの
堂々たる巨碑であったとする方が自然であろう.ただし周辺には,同 じ碑石の
片割れとおぼしき断片はひとつもころがっていない.
〈セブレイ碑文の立地 と周囲の景観〉
碑文は,セ ブレイ=ソムの東南約6㎞ の地点にある.そ のあた りは,ズ ール
ン(3θ∬θH)山脈の西端の扇状地で,ズールン山脈 とセブレイ山+マ ンダル ト山
の中間のオイドル(Oeπo∬)という平原の中の,ナ ランギーン=アム「太陽の口」
と呼ばれる所である.オ イドルとは東のズールン山脈 と西のセブレイ山+マ ン
ダル ト山との間に広がる幅7～8㎞ の南向きの斜面状平原のこと.この平原は
やや急な角度で南の方5～6km先 まで下っていき,半砂漠状の大平原につな
がっている.そのはるか向こうの数十㎞ 先にはフレン=ハナン山脈 ノヨン山
などがそびえている.これ らの山々は馬で容易に越えられ,そ の南側は中国の
エチナ河下流域に通 じるが,オイ ドルがエチナ河流域と直結 しているわけでは
ない.北 側はオイ ドル平原が上まで続いてお り,平原の最:も高いところがまっ
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す ぐな地平線の ような稜線になっている.その稜線の東端にズールン山脈,西
端にマンダル ト山が見えるが,ご く低い.碑 文からこの稜線までは約3kmあ
り,高度差は60mだった.この稜線のところまで上ってみると,その北側 もずっ
と同じような平原で,そ の先に別の山脈が低 く見えた.その方向には本当の砂
漠があって,車 で越すには難渋するが,馬 ならばなんの問題 もないとい う.そ
の砂漠の向こうはオンギ河下流域だから,モンゴル本土の中央部のオルホン河
流域か ら中国のエチナ河流域に出るルー ト上に,このオイ ドル平原は位置 して
いることになる.現在で も中国か ら来る商人がこのルー トを使い,ジ ープで1
日かけて北の砂漠を渡 り,オ ンギ河流域のアルバイヘールに出てからハイウェ
イでウランバー トルに直行するという.甘粛地方の河西からウイグルへの入口
として唐代の漢籍に見える 「花門山」(孟楠 「回紘別称r花門』考」r西北史地』1993-4,
pp.39-43参照)というのは,ま さしくこのあた りを指すに違いない.
このオイドル平原は半砂漠状の扇状地で,地 表は草よりも砂礫が目立つゴビ
である.礫 の形は小 さ目で,砂利ないしこぶ し大 くらいの ものが多 く,砂は固
まってお り,足や車輪はもぐりにくい.草 は少ないが,そ れでも羊やラクダの
群れが見 られる.南方 と西方は見晴 らしがよいが,雨 が降ればかなりの数の川
が流れるはずで,現 に洞れ川が相当ある.だから碑文や建築物が洪水で押 し流
される危険があ り,碑文の設置場所 として絶好とは言い難い.今 回の調査で,
もとのセブレイ碑文ははるかに巨大なもので,現 在はごく一部が残っているだ
けだと判明 したが,周 囲に別の断片 らしきものは見当らなかった.こ のこと
と,現在のセブレイ碑文の周囲に遺蹟の痕跡が全 くない事実 とは,本碑文断片
が上手の方から押 し流されてきたと推定することによって,あ る程度うまく説
明されるかもしれない.さ らにはこの断片が全 く別の所から運ばれてきた との
推測 もありえないわけではない.し かし,断片 とはいえ大人数人で持ち上げら
れるようなものではないから,そのような重い石をわざわざ遠 くから運んでき
た理由も見付けにくい.
この碑文のルーン面にYaγlaγar「ヤグラカル」と1ηi「英義」が読み取れると信
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じたクリャシュトルヌィらは,本碑文が周囲に埋葬施設を伴っておらず,し か
も上記のような交通の要路に立てられているという事実から,これを牟羽可汗
の中国に対する戦勝記念碑 とみなす説を主張した.こ れに対 して護氏は強い疑
念を表明 し,む しろもっと後の甘州ウイグル時代のものではないかとの考えを
示された.詳 細は未発表のままに終わったが,甘 州ウイグルにも「英義」なる名
称を持つ可汗がいることが大きな根拠であったろう.しか し今やこのIoi「英義1
も消滅 し,問題 は振 り出 しに戻ったのである.
ところで近年,822～823年に行なわれた有名な唐蕃会盟は,唐 ・吐蕃二国間
の講和に止まらず,実 は唐 ・吐蕃にウイグルを加 えた三国間の講和であったと
いう驚 くべき事実が明らかになってきた.そ れは山ロ瑞鳳 ・セルブ両氏 により
チベット語史料中から復元されたところであるが,森安はそのことを直接示唆
する漢文文書が敦煙から出土 していることを指摘 しておいた(長野泰彦 ・立川武
蔵編rチベットの言語と文化(北村甫教授退官記念論文集)』1987,p.57&p.67,n.20).と
ころがつい最近,私 が指摘 したパリ所蔵の文書断片P.3829にぴたりと接合する
断片がサンクトペテルブルグ所蔵の敦煙文書中より発見され(李正宇「吐蕃論董勃
蔵修伽藍功徳記両巻的発現,綴合及考讃」『敦捏吐魯番研究」2,lgg7,pp.24g-257),ここ
に三国会盟はゆるぎなき史実となったのである.ラサに現存する唐蕃会盟碑に
よれば,唐 と吐蕃の講和条約の本質は,両 国間の国境確定である.とすれば,
セブレイ碑はこの三国会盟を,ウイグルの側で記念 し,こ こまでは明らかにウ
イグル領であることを内外 に宣言する性質のものではなかったか.我 々は今 こ
のように推測 している.ま たこの三国会盟は,8世 紀末の北庭争奪戦の勝利者
がウイグルであ り,その後も天山地方に足場 を維持 していたからこそ,あ りえ
たのである.さ らに,840年にウイグルがキルギスに敗れてモンゴリアから逃げ
出した時にも,大集団が東部天山地方に向かって新たに西ウイグル王国を建設
する余裕があ り,別の一派が花門山を通って河西地方に向かい,ま ずはエチナ
方面に拠 り,後に南進して甘州ウイグル王国を立てることができたのである.
午後1時35分,出発.ほ とんど昨日と同じ道を帰る.
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3時29分,赤い岩や土が露出している地点で停車.ズ ールン山脈の東端.こ
のあたりの道のみ昨日と少 し違う.北緯43度17分16秒,東経103度02分58秒.高
度計で1460m.昨日昼食をとった所やキャンプした所と同じく,ここでも周囲の
小山の岩は靴で蹴飛ばすだけで簡単に割れて,小 石になってしまう.それほど
までに岩がボロボロに風化 している.これほど激 しい風化の原因は日較差 と年
較差である.ゴ ビ=アルタイとはゴビ地方にあるアルタイ山脈の意だが,実 はア
ルタイ自身 もゴビになっている.す なわち主に稜線部分に露出する岩山以外
は,広大な半砂漠ない し半草原で覆われてお り,樹木は全 く生えていない.お
そらくゴビ=アルタイ全体がゴビの石ころや砂の供給源になっているのだろう.
昨日から今日まで移動 してきたゴビ地域は,ハ ンガイ地域に比べて草の状態は
相当悪いが,そ れでも遊牧民や馬 ・牛 ・羊 ・ラクダがあちこちにいた.
3時46分,発車,こ こからゴビ=アルタイ山脈の東端部をなすゴルバン=サイ
ハン山脈の山中に入る.
6時25分,東方にダランザ ドガ ドが遠 くに見えてきた.ま だ山の斜面の高い
所(1700mくらい)から見下ろしていたので,ダ ランザ ドガドは10㎞先 くらいに
しか見えなかったが,実 際には30㎞もあった.
9月10日(水)ダ ランザ ドガ ド→マンダルゴビ
午前10時,出発 これから2日かけて500㎞ゴヒのウランバー トルまで帰る.
10時半,前 方は地平線まで見渡せる大平原.も ちろん半砂漠ない し半草原.
右手と左前方には遠 く低い山.後方にはまだかなり高 くゴルバン=サイハン山脈
が聾えている.
午後7時50分,マンダルゴビ市のホテルに到着.
9月11日(木)マ ンダル ゴビ→ウランバー トル
午前10時10分,ホテルのす ぐ近 くにあるドントゴビ県博物館 を訪問.女 性館
長に案内してもらう.庭 にはテユルクの石人1体 と,椅子に座った独特の形の
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モンゴル の石人2体 とが ある.ま ず これ らを撮影.そ れか ら内部 に展示 してあ
る青銅器 時代の刀子 や飾 り板,さ らにルー ン文字 でQ岨uγ 「幸運 のある」と書
いてある青銅 ない し真鍮 製の タムガ印章 をガラスケース よ り取 り出 して撮 影
印章 にはイ ンクを付 けて印鑑(印 影)も 採取.そ の大 きさは2.6×2.6cm,この印
章の本体 は小 さ くて薄 く,つ まみの部分 はこわれてな くなっている.し か し文
字の部分 は完全 に保存 されてい る.こ れは ボル ドの本(n.B・∬尺,研協y一配朋y脚3
∂砿6xα∂雌 伽33c,y∬aaH6aaTap1990,pp憩一70)に既 に紹介 されてい るが,出 土地 に
ついての記 載 はな く,ボ ル ドが館長 に尋 ねて も出土 地は不明 との こと.た だ
し,こ の博物館の展示物 は基本 的には ドン トゴビ県 で見つ かった もの とい う.
正午,予 定 よ りかな り遅れてマ ンダルゴビを出発.
夜9時,ズ ー ンモ ド近 くのツー リス ト=キャンプを通過.
10時半 頃,予 約 な しで飛 び込 んだグラン ド=ホテルで値段 の交渉が まとま り,
ここに落 ち着 くことにす る.
9月12日(金)ウ ランバー トル
午前11時,日本側メンバー5人 は,片 山の部屋に集まり,ミーティング.こ
れからの仕事の予定と分担を相談 それから今回とった2セ ットの拓本は,昨
夜全てホテルでおろ したので,そ こか ら日本へ持ち帰る方を選別する.
午後2時 半,歴 史研究所に着 くと,オチル所長自らが出迎え。さっそく所長
室で合同ミーティング.ま ず来週5日 間を予定 している碑文テキス トの研究会
では,日本モンゴル双方が合意できるものとして最低限,各碑文テキス トの 翻
字(なansliteladon)を完成させることにし,そのための日程 と分担を決定.そ し
てとりあえず2年 度目の仮報告書では,分担者の責任で各自の名前を付 して転
写テキス トと翻訳を作ることにする.
日本側が出版の義務を負う最終報告書の体裁 と内容についても,かなり議論
する.去 年 ・今年 ・来年の3年 間でとる拓本の1セ ットを日本側に無期限貸与
するという条件が満たされるならば,各碑文のテキス トと翻訳のみならず,拓
(星67)
本の写真や遺蹟 ・碑文 ・遣蹟周辺の景観のカラー写真などを盛 り込んで,ラ ド
ロフのア トラスに匹敵するような豪華本を作るよう日本側が努力することを再
確認.そ のアウ トラインはセブレイのキャンプで,夜 中,酒 を飲みなが ら話 し
合ったもの.
その後,吉田はカラ=バルガスン出土といわれ,現在は歴史研究所が所蔵 して
いる漢文の 「大唐安西阿史夫入」墓誌の採拓作業.森安が形状や計測値をメモ.
林 ・片山 ・大澤は,研究所にある拓本の撮影作業。
9月13日(土)ウ ランバー トル
午前10時半より,ホテルの林の部屋で林 ・吉田 ・大澤は,昨 日に引 き続き,
拓本の撮影作業.森 安 と片山は片山の部屋で,あ ちこちの遺蹟で採集 してきた
瓦 ・レンガの整形作業 とラベルの貼 り直 し.白石も手伝いにきてくれる.
午後4時 過ぎ,岩壁画のあるイフ=テンゲリン=アムへ行 く.岩壁画は トー ル
河に面 して突き出た断崖の高い所 にある.メ インの壁画は確かに紀元前の青銅
器時代の ものらしく見えるが,驚 いたことにウイグル文字モンゴル文の墨書銘
3つと,ボ クタクというモンゴル帝国時代のモンゴル婦人に特徴的な帽子 を
被った婦人の絵もあった.こ ういうものがこんな所にあるとは全 く知らなかっ
た.森 安は少 しく時間を費や して,解 読に挑戦.墨 書銘の1つ は,モ ンゴル時
代のモンゴル語発令文書の冒頭にくる,典型的な定型句であることがすぐ判明 し
たが,他 の2つ は解読で きなかった.しか し3つともほぼ同じ書体であること
から,こ れらが13～14世紀のものであることは明らか.婦 人の帽子ボクタクも
この見方を支持 して くれる.
9月14日(日)ウ ランバー トル→ゾーンモ ド→ナライハ→ウランバー トル
午前9時40分,ゾーンモ ドへ向け出発
10時半,ゾ ーンモ ドのトゥブ県博物館に到着.さ っそ く屋外にあるムハル(ム
クル)遺蹟出土の突廠時代の亀蹟を調査.ポ ラロイ ドを2セ ットとって,計測値
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を記入 した.亀 蹟 の大 きさと碑 身を受 けるホゾ穴 の大 き さか ら推定す る と,な
くなってい る碑 文の大 きさは,横 幅77～80cm,厚さ20cm前後,高 さは2～3
mであろ う.少 な くともブグ ト碑文 よ りは大 きかった と思われる.亀 蹟の中央部
の両側面 には,突 恢 阿史那氏の特徴的 な山羊の タムガ(所有 印 〉紋章)と,珍 し
い蛇の タムガ とが あるが,い ずれ も一般 的な陰刻で はな く,レ リーフである.
11時26分,郊外 のマ ンジュ シュリー寺院 の山門に着 く.高 度計 で1485m.
12時43分,ナライハへ 向 けて出発 いつ の まにか草原の草 が一面 に黄色 く
なっている.こ の変化 は我 々がウ ランバ ー トルにいたこの2・3日 中の ことな
の だろ う.
午後2時15分,道 に迷 いつつ,よ うや く トニュクク遺蹟 に到着.ト ニュ クク
遺 蹟のバ ルバ ルは1列 だが,2つ の石榔(サ ル コフ ァーグ)が あ った と思 われ
る.共 に花 陶岩 製で立派 な花 模様が彫 られ てい る.2つ の石榔 の中間でGPS.
北緯47度41分41秒,東経107度28分42秒.高度計で1425m.バルバ ル列 はこの中
間地点 か ら東 の低 い方へ 延びている感 じだが,正 確 には真東 より北へ10度余 り
ずれてい る.バ ルバルの大 きさは様 々だが,長 い ものは地表か ら150cmも出てい
る.全 体 と して キ ョル=テ ギ ン遺蹟 のバルバル よ り太 くて長い とい う印象.
バ ッ トルガの指摘 に より,ト ニュクク第1碑 文北面第9行(通 しで第33行目)
にある,こ れ までki蓉i「人,男 」と読 まれて きた語が,完 全 に ラ ドロフの捏 造で
あるこ とが判 明.た だ しどう読むべ きかは今 の ところ不 明.[R.ジロー,G.アイ
ダロフ,T.テキンらはラドロフを踏襲するが,ラ ムシュテッ トのテキス トのみはyiyiと
読み,`nachcinander'と訳 していることを帰国後知った,cfP.Aalto,"Mabedalienzuden
altt前rkischenInsch茄enderMongolei,gesammekvonGJ.Ramstedt,」.G.Gran6undP.Aalto,"
∬FOμ60-7,1958,pp湘,41.]ただ この一事 に よって,ア トラスの修正拓 本がいか
に鮮 明 であ って も,や は り我 々独 自に拓本 をと り直 す必要が あ る と痛感 され
た.来 年 の 日本側 メ ンバ ーが調査 にやって来 るまで に,トニュクク碑 文の拓 本 を
2セ ッ トとって もらえる ようオチル所 長 に依頼.
片 山は,ト ニュクク第2碑 文東面 の石 の破損 は,碑 文 を作 った時点 か らの も
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のであ り,それゆえにこの部分には当初か ら文字が彫られていなかったことを
確認.碑 石の形状か らみて,トごユクク碑文は鹿石か何かの再利用ではないか
と推測 されてきたが,そ の可能性はますます高 くなったといえよう.トニュク
ク碑文は本来の位置より動いている可能性があるが,や はり亀跣はなかったと
思われる.トニュククほどの大人物であっても,可汗一族の阿史那氏でなけれ
ば,わ ざわざ新品の碑石が作成されることはな く,亀朕 も使われなかったのだ
ろう.そ うだとすれば,突廠時代について,亀朕だけが残るイデル遺蹟やムハ
ル(ムクル)遺蹟を可汗クラスのモニュメントとする見方はさらに有力にな り,
碑文と亀鉄のあるブグト遺蹟やオンギ遺蹟の被記念者は可汗クラスの実力者で
あったかどうかの検証が必要となる一方,キ ュリ=チョル碑文は何かの石の再利
用かもしれないとの疑い も出てこよう.チ ョイル碑文が石人の再利用であるこ
とも想起すべ し.
5時10分,あまりの寒 さに作業を切 り上げる.
9月15日(月)～19日(金)ウランバー トル
この一週間は,メ ンバー全員が歴史研究所で碑文のテキス トの仕上げ作業.
先週決めた予定の通 り,それぞれの仕事を分担.必 要に応 じて研究所の倉庫か
らタリア ト・テス碑文の原物を取 り出 してチェックする.ハ ー ドワークの連続
だった.
9月20日(土)ウ ランバー トル→大阪
午前6時 半頃,グ ランド=ホテルをあとにし,空港へ向かう.ま だ真っ暗.
9時過 ぎ,モ ンゴル航空903便が定刻より少 し遅れて離陸.
午後1時 頃,無事に関西国際空港に着陸。森安の高度計はマイナス15mを指 し
ていた.帰 国後,こ の高度計の数値はマイナス30mからプラス70mの間を揺れ動
いた.
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